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分収育林と山村の活性化

之

おか かず お

岡 和夫＊
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本稿は，分収育林を山村の活性化に役立てる方策はないものであろうか，

という問題意識を中心にして，平素考えていることをつづったものである。

分収育林とは何かに関しては，もはや説明の必要はないと思うが，念のた

めに型どおりの定義をすると（やや固い表現になるが)，「一定の土地に植栽

された樹木についての保育および管理に関し，その土地の所有者，育林を行

う者および費用を負担する者の三者またはいずれか二者が当事者となり，樹

木の共有，持分の対価の支払い，伐採時の収益の分収等を約定する契約」に

基づいてなされる育林，持分対価の支払い（土地所有者側から見ると持分対

価の取勧,伐採収益の分収が，これの実質的内容を形づくっている。この契

約は，周知のとおり分収林特別措置法によって法的基礎が与えられている。

分収育林契約には，森林経営の立場から見て二つの機能ないし効果の存在

が意識されている。一つは造林のために投下された資金の全部または一部

（契約方式によって異なる）を伐期以前の中間段階で回収する機能である。

伐期までにまだかなりの年数があり，当分の間は伐採収入が期待できない一

方で，保育の必要な年齢層の人工林を多く抱えるわが国の森林資源構造を考

えると，中間段階での投下資金の回収は，保育資金の調達という直接的効果

はもちろんとして，林業の宿命といえる生産期間の長期性の克服とこれによ

る経営意欲の刺激等さまざまな効果が期待できる。

もう一つの機能は，森林・林業に対する国民の理解と協力を得るうえでの

具体的方途としてである。森林・林業に対して国民の協力を得るという発想

は，表現こそさまざまであるが，森林・林業サイドの最近の根強い主張であ

る。またジャーナリズムも総じてこの主張に同調しており，いまや国民は，

森林。林業に対して大いなる関心を示し始めたといえるのである。そこで問

題は，この関心を具体的な形のあるもの（行動）に移さしめるための方途で

ある。これが準備されないかぎり，関心を森林・林業の現場に生かすことは

できないのであり，せっかく醸成された関心が単なる関心に終わってしまう

ことになる。分収育林は，まさにその関心を具体的な形あるものにして，森

林・林業の現場に結びつける役割を果たすものであり，契約当事者（育林費

負担者）として契約に参加することによって，それが可能になるのである。

分収育林の機能と効
田
本

＊東京艇工大学助教授
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換言すると森林・林業に向けられた国民の関心を具体的行動の域に高めうる

手段となり得るのである。これを都市と山村の連帯というイデーでとらえる

こともできよう。都市住民が，山村に寄せる思いを具体化するよすがとし

て，分収育林には高い思想性があるといえるのである。

以上のような機能が，分収育林には認められるのであるが，ではその機能

は，どのような形で山村の活性化に役立てられるのであろうか。論議の舞台

をここに移そう。ここで山村の活性化とは，いかなる事態ないし現象をいう

のであろうか。思いつくままに列記すると，まず人口の増加がある。人口の

増加は，まぎれもなく社会経済の発展に伴って生ずる現象であり，社会の活

性化の重要な指標である。しかし山村の活性化という場合は，単に人口だけ

では十分な説明因子たり得ないであろう。むしろ人口縮成に注目しなければ

ならないのであり，生産年齢の人口の増加があってこそ活性化はもたらされ

るといわなければならない。活性化という語には「成長」が含意されている

と考えるのが至当であるからである。また活性化を経済の局面でとらえる

と，この場合も単なる人口の増加ではなく，就業人口の増加が，実質をなす

ことが必要であろう。つまり経済の成長，発展が，この場合の活性化の実体

になるのである。

ところで，いま述べたような活性化の意味内容からすると，山村の活性化

には，就業機会の増加とこれに伴う就業人口の増加が，キーポイントになる

という，ごく常識的な結論が導かれる。とすると，分収育林が就業機会の増

加にどうかかわるかが，分収育林と山村活性化の関係を解くかぎになるが，

これへの言及はしばらくおくことにする。
じゆうてん

さて以上は，活性化の内容を優れて社会経済的要素によって充填した場

合の活性化の意味であり，いうなれば社会経済的活性化である。しかし山村

の活性化といった場合の活性化には，これのみでないもう一つの意味が込め

られて語られる場合があるようである。それはこうである｡世の中,経済だけ

で成り立っているのではなく，もっと経済とは別のジャンルの人間的思惟に

よって規定される部分も多い。つまり経済的人間が人間のすべてではなく，

非経済の要素によっても人間は行動することがある。社会とは，このような

人間の集団的構成であるから，非経済的要素も考慮に入れないと山村の活性

化もまた不十分ということになる。このような観点から重要なのは，他地域

との交流ではなかろうか。他地域との交流が盛んになると，物理的な行動範

囲が広がるだけでなく，人との接触の幅が大きくなり，人間の思惟の領域も

広がることになる。これによって思想の柔軟性がもたらされ，変化への対応

も円滑になって，常に変革する社会が生まれることになる。かくしてこの場

合の活性化は，人の思考様式を基礎にしたものであり，その意味で思想的活

性化とでも称すべきものである。

さて山村の活性化の意味をこのように多義的かつ具体的にとらえたうえ

で，この活性化に分収育林はどうかかわるかを次に考えることにする。まず

3

山村の活性化と分収

育林
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社会経済的活性化の側面についていうと，就業機会の増加に分収育林は関係

するであろう。なぜかというと，森林所有者は，本来ならば主伐時まで待た

なければならない収益を契約時に持分対価の形で収入することができるた

め，他の幼・若齢林分の保育に要する資金の手当てが可能となり，保育の促

進が見られるからである。また場合によっては，持分対価の収入を拡大造林

資金に充てることも考えられ，拡大造林を促す契機にもなるであろう。現在

の山村地域の就業形態，林業労働力賦存状況よりして，造林，保育（自家労

働力によって行う場合もないではないが）は，多くは森林組合，請負事業体

等に依存しており，造林，保育の促進は，就業機会の増加をもたらす。前に

述べたように，就業機会の増加が社会経済的活性化のキーポイントであり，

これに分収育林をどう接合するかが，山村活性化のうえで一つの課題となり

得よう。なおこの観点から分収育林の量的規模が問題になる。象徴的に小面

積の分収育林契約が締結されればそれでよしとすることはできないのであ

る。

なお分収育林が山村活性化に貢献するためには，持分対価の収入金が森林

に再投入されることが必要である。もし，これが他分野に流用されたので

は，森林・林業の面での山村活性化は画餅に帰す。もっとも森林・林業に限

定せず，山村社会の維持・発展に役立つのであれば，家計の消費支出を含め

てなんであってもよいのではないか，という論もそれなりの説得性がある。

しかし本稿は，論議の舞台を森林・林業に置き，この舞台の上で山村活性化

を論じている。論議の基本的枠組みをそのようにしていることをここでお断

わりしておきたい。

さて森林・林業への再投資の確保ということが，山村活性化のうえから不

可欠ということになるが，ここからいくつかの政策課題が生まれてこよう。

その一つに分収育林契約に甚づく持分対価の収入の税務上の扱いがある。例

えば，この収入金が造林，保育に投入された場合は，軽課（理想としては免

税）にするという措置も検討に値しよう。もう少し具体的に示すと，収入の

あったときにいったんそれを特定預金として拘束する。そして以後の一定期

間に限り，この預金を造林，保育を目的として取り崩した場合に，その取り

崩し額に対して，所得税として軽減課税（または免税）をし，造林，保育以

外の使途に充てた場合は通常の課税をするという方法である。造林，保育の

用に充てたか否かは，請負契約書等の証拠書類によって立証することにな

る。いささかとっぴな提案のように見えるが，森林から得た収入を特定預金

にし，以後の一定期間を限って，取り崩し額に対して課税するという方法

は，2，3の林業先進国で採用されている。使途によって課税率に差を設け

るところだけが新味であるにすぎない。

分収育林は，就業機会の増加をもたらして，山村活性化につながるとした

が，分収育林の効果は，この社会経済的活性化の面だけではない。思想的活

性化の側面でも機能を持っている。いくつかの山村では，むしろこれにこそ

大きな期待を寄せているくらいである。ではその思想的活性化の実体はどの



ようなものであろうか。先に思想的活性化を地域間交流を基礎にして説明し

たが,分収育林は，まさにこの地域間交流,それも都市との交流のきずなをつ

くるのである。すでに述べたように分収林特別措置法の制定によって，分収

育林は法制度化されたのであるが,この制度の発足時には,分収育林契約に伴

う都市と山村の交流（これを国民参加の緑資源造成という理念によって語る

場合もあった）に多大な期待が寄せられ，これが本制度の重要な理念の一つ

とされていたくらいである。事実いくつかの山村では，村有林を契約対象林

分にし，契約対象者としては都市住民を標的に置いて宣伝をし，結果的にも

都市住民が契約者の主要な部分を占めることとなった。そして村当局は，各

種のイベントによって契約者の来村を促して山村住民との交流を図ったり，

特産物の特送等を通して，契約者とのつながりを強める種々の手だてを講じ

ている。それというのも都市住民との交流による山村社会の活性化を期待し
ひつそく

たからである。逼塞した山村に新しい空気を，新しい思想を持ち込むことに

よる思想の活性化の願いが強く現れているといえるのである。

以上，社会経済的活性化と思想的活性化の二つの側面に分けて，分収育林

と山村活性化の関係を述べたが，これらはすでにこれまでも認識されていた

事柄であり，格別新しい見解ではない。そこでもう一歩前へ分収育林を押し

出して山村活性化に役立てる方策を考えてみよう。山村の活性化のアクセス

にはいろいろあるが，山村の原点は，やはり森林である。したがって山村活

性化の原点も森林・林業の活性化に求めるのが正道であり，根源的方策であ

ろう。すなわち林業経営の活性化こそが，常に追求されなければならない課

題なのである。しかるに，その林業経営がいまや逼塞状態にあり，林業生産

活動は年ごとに停滞の度を強めている。いささかの誇張をまじえていえば，

林業経営の崩壊が憂慮されるほどである。しかし翻って林業の技術的特質に

照らすならば，現在の状況は過渡的な段階の現象であり，本質的に林業が社

会的適応性を喪失して，衰退過程にあると考えるのは誤りである。なぜなら

〃蝶経営（ゴーイングコンサーンとしてのそれである）は，保続的伐採が可

能なような一定の森林資源構造を持つに至った段階で初めて自立的な経営と

して回転を始めるのであり，それまでの間は，生産基盤の造成過程であるか

らである。いわば生産設備の建設過程にあるのが現在の日本林業の総体的姿

であり，林業経営が困難をきわめるのもそこに原因している。

それでは時間が経過しさえすれば，林業の振興はおのずと可能かという

と，そうではない。それへの道筋を阻むいくつかの要因がある。その一つは

山村の社会経済的変化による林業労働力の減少や木材価格の低迷による経営

意欲の減退である。そしてこれが因となってもたらされる生産基盤たる森林

資源の荒廃である。かつて筆者が行った林家の経営実態調査からの印象であ

るが，林業経営に振り向けうる自家労働力が残されているのは，兼業林家

（これが林家の一般的形態である）の場合，老人のいる二世代（ときとして

三世代）世帯に限られており，一世代世帯の林家では，例外なしに林業経営

5

停滞する林業経営を

支える効果
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に振り向けられる自家労働力は持たない。したがってこのまま推移すると，

自家労働力による林業経営は姿を消すことになる。とすると，雇用労働力か

委託・請負わせの方法によらなければならないが，この場合は，自家労働力

と異なって現金資金が必要である。しかも主伐時までは投下資金の回収の見

込めない長期投資であるのに加えて，最近の木材価格水準を前提にして投資

の収益性を考えるため，いきおい投資意欲は減退し，必要な造林，保育も行

われないことになる。かてて加えて森林資源が自立的回転を始めるまでは，

造林，保育に充てられる資金の調達は，他部門（または借入金）に依存しな

ければならないが，最近の林家経済は，総じて森林部門への投資余力をなく

しており，これも造林，保育の停滞に拍車をかけている。

現在の森林・林業をめぐる状況の一端を示すと以上のとおりであるが，こ

の状況は，個々の林業経営の努力のみに期待しても限界のあることを物語っ

ているといえそうである。とすると，どうしても公的部門の活動が必要にな

るであろう。すなわち個々の森林所有主体に代わって公的部門が，造林，保

育を担うという肩代わり論を登場させざるを得ないのである。生産基盤とし

ての森林資源の整備が，将来に展望される山村活性化の不可欠の条件である

とするならば，肩代わり論はいっそうの説得力を持つといわなければならな

い。このうち造林については，すでに公社造林が定着している。あらためて

公社造林の意義を山村活性化方策として位置づけ，この見地からの公社造林

の再編強化が必要であると筆者は考えているが，ここではその論議は置き，

本稿の主題である分収育林に的を絞って論を進めることにする。

ここまで語れば，これから先の論旨の展開は，おのずと予想がつくことと

思うが，森林所有者に代わって森林整備法人（林業公社）が，育林を実施す
そじよう

るという方策が当然検討の姐上に乗せられるであろう。そしてその際の具体

的方法として分収育林制度の活用が考えられるのである。あたかも拡大造林

推進の担い手として林業公社が登場したのと同様にである。もっとも契約時

に持分対価の支払いを行う典型契約の方法によっては，財政面の制約から大

面積には行えない。森林整備法人には，もともとそのような資金負担力はな

いし，また府県にそれを求めても現状では絶望的である。そこで考えられる

のは，契約以後の保育経費は森林整備法人が負担するが，持分対価の支払い

は，主伐時まで繰り延べることとし，分収率はそれを加味して定めるという

方法が，いわば応用動作として考えられるのである（すでにこの方法によっ

て毎年かなり大規模な面積の分収育林契約を締結し，保育の遅れの解消を図

っている森林整備法人がある)｡これによって林業生産基盤の整備が遅滞す

ることなく行われるとともに，施業の計画的実施によってゾ森林組合作業

班，請負事業体等の就業の場の確保も可能となる。その意味では分収育林

は，短期的視点でも長期的視点でも山村活性化に資するといえよう。

＜完＞
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分収寶林事業への取り組みと舎後の課題

は昭和60年度末で約11,0001'aに達し，昭和63

年度には計画目標どおり12,500haの造林が達成

される見通しである。したがって，両公社でこの

20年間に約18,0001'aの拡大造林が行われた。

一方，戦後公社以外で補助造林による県下の人

工林面積は，約50,00011aの60%は5齢級以下

の若い林分であり，除・間伐などの保育作業を早

急に実施しなければならない状況にある（図・1参

照)。

ここで，びわ湖造林公社の森林整備法人への脱

皮について一言触れてみたい。

（財）びわ湖造林公社の造林計画が昭和63年度

で達成されること，さらに，公社職員40名およ

Uf1,200名の労務者からなる造林（育林）集団の

存在。要請されている県下人工林の保育への積極

的対応，さらに，分収造林特別措置法の改正によ

る分収育林制度の発足などから，公社は昭和57

年度ごろから県の積極的な指導を受け検討を重ね

た結果，ようやく58年12月27日付で林野庁長

官の了解を得，これを受け昭和59年1月14日付

で，県から（財）びわ湖造林公社の衣替えのため

の「森林整備法人」の認定がなされた。そしては

からずも「森林整備法人」全国認定第1号となっ

た。

Ⅱ、分収育林事業の実施について

森林整備法人による分収育林方式の森林管理に

大きな期待を持った県では，昭和58年度に知事

の命名による「緑の投資家募集事業」として170

万円を予算化した。そして世論の反応を知るこ

と，公社職員の勉強の意味も込めて積極的な対応

をするよう県から要請され，試行錯誤を幾度とな
しが

く繰り返しながら，分収育林事業第1号として信
らき

楽町で5haの森林を対象に募集を行い，その所期

の目標を達成することができたが，その反省を踏

林業技術No.54219"．5

印田正郎

びわ湖造林公社における

分収寶綜

I．はじめに

まず，滋賀県の林業を取り巻く概況を述べよ

う。

本邦最大の琵琶湖は県土の約1/6を占め，673

km3の湖水面積を持ち，わずか水位1cmの水量

で下流京阪神1,300万人の2日間の生活用水需要

量を賄うことができることから，その大きさが理

解できよう。

この湖を取り巻く県内の森林は，陸地面積の51

％を占め，民有林面積はその約90％の187,000

haである。これらの森林から発する河川は約110

でほとんどが琵琶湖に流入している。

昭和40年下流府県からの要請や県の造林計画

に基づき，社団法人滋賀県造林公社（植栽は4〃

年度で打ち切り，実績は7,1151'a)が，さらに昭

和49年には，琵琶湖総合開発特別措置法に基づ

き,新たに財団法人びわ湖造林公社が設立された。

滋賀県造林公社からバトンタッチ後の植栽面積
千噸
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図･1滋賀県林分構成表（昭和60年末スギ・ヒノキ人工林のみ）
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写真･1分収育林現地説明風景

み台として昭和60年度に分収育林事業第2号と

して,3カ所12haの同時募集を行った。名分収育

林地の概要および募集状況は次のとおりである。

1．分収育林地の概要

分収育林第1号の候補地については，県下全般

についてさまざまな角度から検討が加えられた

が，結果的に陶器の町，茶の町として知名度が高

く，冬期積雪の少ない信楽町に的を絞り該当地の

調査と関係者との話し合いを進めた。

信楽町は，県の最南端にあって三重県と京都府

に接し，遠く聖武天皇（1,200年前）の時代から

といわれる陶器の町。人口およそ13,000人，町．

全体の面積は約16,000ha,森林面積は87%に当

たる14,000haである。花崗岩地帯の多い信楽町

にあって分収育林候補地となった地域は古生層地

帯で，スギ，ヒノキの人工林が多い。

分収育林第2号については，森の名称が親しみ

やすく，また，地域の特色や知名度を加味した

「ネーミング」が必要であるといった第1号募集

の反省を踏まえ，自然と観光面そして歴史から検

討した結果，それぞれ3カ所の森に「あいの森」

「大河原の森」「長寿の森」と命名した。

「あいの森（私有林)」「大河原の森（町有林)」

の2カ所は，甲賀郡土山町にある。土山町は県の

東南端に位置し，三重県に接している。江戸時代

には幕府領として代官所が置かれ，東海道五十三

次49番目の宿場町として栄え,旅人の往来でにぎ

わった所である。「あいの森」の名称は，この土

山宿で当時から歌い継がれてきた鈴鹿馬子唄（坂

林業技術No.5421987．5

写真･2「滋賀みどりの会」設立のつどい

は照る照る，鈴鹿は曇る，あいの土山雨が降る）

の“あいの土山”から引用したものである。

「大河原の森」は森の所在地の大字が大河原で

あることのほか，江戸時代甲賀五十三武士の一族

の中に，大河原氏があり由緒ある名であることか

ら命名した。

土山町の人口はおよそ9,700人で，信楽町と同

様お茶の産地であり，町全体の面積は約13,000

1週，森林面積は約80％に当たる10,200ha｡町全

域にわたり古生層地帯で，特にヒノキの人工林の

多い地域である。

「長寿の森（私有林)」は，犬上郡多賀町にあ

る。多賀町は県の中央部よりやや東南に位置し，

東は岐阜県と三重県に，南西は彦根市と接してい

る。森の命名の起因となった「長寿と縁結び」の

神として知名度の高い多賀神社があり，この神社

は伊勢神宮の御親神として全国各地から参拝者の

絶えない神社である。人口はおよそ9,300人，町

全体の面積は約13,000ha,そしてほぼ90%が森

林である。募集地一帯は全体として石灰岩地帯で

あるがスギ，ヒノキの人工林の多い地域である。

2．募集の方法について

分収育林第1号の募集については，パイロット

事業として取り組んだことから，募集地域を信楽

町に近い大津市，守山市，草津市，栗東町，およ

び信楽町在住者に限定した。公社では募集用ビラ

1万枚を作成し，信楽町出身者や募集地域内各自

治会に配布した。またこの事業が目新しい事業で

もあったことから，新聞(近畿地方6大紙)，テレ
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写真｡4しいたけ楕木づくり

村の広報10％，自治会配布チラシ14％，交通機

関9％，テレビ3％，その他12％と，広報宣伝

活動のうちでは特に新聞で知ったという人が多

い。

4．費用負担者の応募動機

分収育林事業として2回の募集をしてきたが，

応募者の年齢，職業も多種多様であり，応募した

動機についてもアンケート調査を実施したとこ

ろ，森林に対して投資目的のみで参加された方は

比較的少なく，多くの申し込み巷は「持ち山で森

林浴を楽しみたい」「孫のために残したい」「緑に

親しみを感じて」「緑と水の大切さを認識して」

といった動機が多い。

5．育林地提供者の意向

この制度は県下の多くの森林所有者に理解され

るところまでいっていないが，実際に育林地提供

者となった者は，厳しい昨今の林業情勢下にあっ

て労力，育林資金調達の困難なこの時期に，保育

が肩代わりされること，加えて途中収入が得られ

ることから大変喜んでいる。しかし，複数所有の

一団地が候補地にあがりながら，所有者それぞれ

の主張の違いでまとめきれない場合もあった。

Ⅲ、費用負担者に対する公社の対応

応募動機にもあるように，自然とのふれあいを

求めていることから，公社では，「緑に親しみ森

林のすばらしさを知っていただく」機会を提供す

るため「緑の集い」を開催，第1回目は分収育林

の森の林分見学と，シイタケ菌の植込み，陶芸教

室。第2回目は正月用「寄せ植え」講習会を実施

林業技術No.5421987.5
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写真｡3正月用“寄せ植”購習会

ビ(2社)，県内有線放送等で積極的に取り上げら

れたこともあって，約1カ月間の募集期間内に

69名の申し込みがあった。最終的に48名の方々

と全口数の55口（1口当たり30万円）の契約を

完了し，第1号の費用負担者が誕生した。

分収育林第2号の募集については，前回の対象

外であった県外地域，特に，びわ湖下流府県であ

る大阪府，京都府，兵庫県を重点募集地域として

近畿圏を中心に広く募集した。このため，募集用

チラシ85,000枚,ポスタ-8,000枚,募集地説明

用リーフレット2,000部を作成し，ポスターにつ

いては,JR・東海道本線の近縦地方を中心とし

た32駅に掲示。さらに近畿地方主要路線バス会

社12社の路線バスに対し，最大15日間の中つり

広告を契約。加えて京都，大阪府をその営業の中

心とする京阪電鉄59駅にも駅ばり広告をお願い

した。県内各市町村には市町村広報による各家庭

への周知のほか，自治会や林業団体の協力によ

りチラシの配布を行った。こうした活動の結果，

3カ所合計145口の募集に対し155口の応募があ

り，抽選によって全口数の契約を完了した。

なお，この3月，分収育林第3号として湖西の

朽木村で募集した結果，53口に対し95名の応募

があった。

3．広報活動に対する費用負担者の反応

この制度について，応募者に対しアンケート調

査を実施したところ，第1回の募集では新聞によ

り知ったものが77％，自治会配布のチラシが23％

であり，第2回募集においては，新聞47％,市町
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してきた｡しかし，今後も分収育林地が増加して

いくことから，今後は費用負担者が自主的に企画

し実行する方向が望ましいと考え，分収育林関係

者の組織として「滋賀みどりの会」を61年12月

に設立した。育林地の状況については，「滋賀み

どりの会」の会報を発刊することにより周知して

もらうとともに，「滋賀みどりの会」の世話人を

通じて要望を集約するなかで，この会が実行する

行事等に対して公社は今後積極的に協力したいと

考えている。将来は各県の分収育林関係者と提携

を図り，全国的な「みどりの会」が設立され，楽

しい夢多い集団にならんことを願っている。すで

に公社では行事の一環として，各森の所在する市

町村の協力を得ながら，「滋賀みどりの会」の協

賛店を選定し，会員証を提示することで，特産物

や民宿等における割引きが受けられるようにして

いる。

Ⅳ、今後における課題と問題点

1．分収育林事業に本来のねらいどおり保育管

理の遅れた森林を提供すると，将来の収益面に問

題が発生する可能性があること。

2．1団地の面積を最低5ha程度確保する必要

があるが，零細な所有形態から森林の確保が難し

いこと。

3．長期間にわたる契約であるため，病虫害発

生による樹木の減少，自然災害発生による損失等

に対しての処置を十分に検討していく必要がある

こと。

4．費用負担者に対する特典の整備・拡大をす

る必要があるが，公社の要する費用のねん出が難

しいこと。

5．将来にわたって費用負担者を募集確保して

いくには限界があり，現在の三者分収育林から二

者分収育林方式を検討していく必要があること。

6．費用負担者を広く求めるための広報宣伝の

在り方と，募集に要する経費の負担について検討

する必要があること。

（いんだまさお．（財)びわ湖造林公社事務局長）

林業技術No.5421987.5

中島精之

分収育林･熊本県多良木画仰
ふるさとの森

1．はじめに

熊本県では，いま緑豊かな生活環境を作るため

「緑の三倍増計画」や「一村一森運動」を推進し

ている。

21世紀に向けた緑づくり，地域おこし運動が展

開されつつあるなかで，熊本県内では「多良木町

のふるさとの森」のほかに菊池市,錦町,五木村，
れい臆<

苓北町などで豊かな緑と清流，歴史に培われたロ

マンを都市の人たちと分かち合おうという分収育

林事業が行われてきた。

本稿では，「分収育林制度」を活用した「多良

木町のふるさとの森」についてその内容を紹介す

ることとし，今後もより豊かな暮らしができる町

や村，より魅力ある地域づくりをめざして町民1

人1人が具体的なふるさとの森づくりに参加され

ることを期待している。

2．多良木町の概要

多良木町は熊本県の南部，球磨郡の東部に位置

し，県庁所在地熊本市から121kmの地点にある｡

東西21km,南北22.8km,中央部は平たん地

で,南部と北部は九州山脈の支脈を形成しており，

78％が森林に覆われている。

この町は，先土器時代から縄文時代，弥生時代

にわたる遺物が数多く出土し，古墳時代の遺跡も

各地に見られ，古くから開けた所であった。しか

し，多良木の地名が歴史の上に現れるのは，鎌倉

時代以降である。建久のころ，源頼朝から多良木

の荘が与えられた相良頼景は，いまの静岡から九

州に西下して，球磨川河畔に館を構えた。以来，

藩政時代は相良氏の支配下にあり，上相良の居城

たる鍋城を中心として球磨地方文化の発祥地とな

った。このため，鎌倉時代の古美術や史跡・名勝

が数多くある。

町の産業は，農林業が主で，米・タバコ・メロ
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図･1多良木町“ふるさと

の森”略図 罪
０
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皿

豹．
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＝（
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写真･1“ふるさとの森”遠望 〃／

ンなどの農産物やスギ・ヒノキの用材とともに広

葉樹の大径材も昭和30年代かなりの供給鐙があ

り，多良木営林署，木材市場は活気を呈し地名ど

おりよい木が多いといわれていた。

林業については，この地域は豊富な天然広葉樹

林を原料とする薪炭の供給基地としての機能を果

たしていた。

昭和30年代に至り燃料革命とともに薪炭需要

が激減したことにより林種転換の意識が高まり，

昭和30年から昭和45年にかけて急速な拡大造林

が進められた。その当時，植栽されたスギ・ヒノ

キの人工林が，ふるさとの森の対象林である。

3．「ふるさとの森づくり」の企画

多良木町の分収育林事業には，1つの大きな目

標がある。町庁舎が球磨郡内でいちばん古いとい

うことで，町民の多くの賛同を得て昭和63，64

年度で新庁舎建設を目的として，この事業の募集

を実施したことが多くの成果を得たものと考え

る。募集，契約の実施に活躍したのは，町長を中

心に議会と180名の役場職員，各部落，集落から

選出された47名の区長が推進母体となった。ま

た，役場の職員は2～3人が1組になって努力目

標をつくり，班長を中心として担当の集落を区長

といっしょになって戸別訪問して，「ふるさとの

森づくり事業」の内容を-卜分理解してもらって契

約を結ぶことができたと考えられる。特に，林務

課は，具体的立案からこの事業の内容について理

解を深めるために，60年10月から1月にかけて

集中的に取り組んだのが功を奏したと担当者はい

っておられた。短期間に精力的に職員の力を結集

するのが大事なことだといえる。

このように，「ふるさとの森づくり事業｣の大き

な目標に，役場庁舎建設の基金を集めることと，

昭和60年から始めたふるさとクーポン事業のメ

インイベンI､として，この事業をふるさとの村お

こしの中心事業とした。また，村おこしに発信者

としての町民の意識が高まったことが応募契約が

完結した原動力となったようである。1つの具体

的な事例としては，父親が子供に契約したのがき

っかけで，おじいさんが孫に加入させてやり，そ

林業技術No.5421987.5
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■

、

写真･2多良木町“ふるさとの森”（入口付近） 写真･3除外地は山菜の森，林間広場などに活用

れに刺激されて，おばあさんが外孫に契約を結ぶ

ようになり，1家族で13口もの応募も出てきた

との役場の職員の話であった。

これに反して，努力した割に応募が少なかった

のが町以外の東京・大阪等での動きであった。県

人会などに働きかけたが，なかなか反応が少なく

成果が上がらなかったようである。この原因は戸

別訪問ができず手紙のやりとりだけでは，この事

業の趣旨が十分理解されなかったものと考えられ

る。また，都会に移住して長期になると帰郷する

ことが少なく，次の世代になると関心が特に薄れ

ていくようである。“遠きふるさとより近き隣り

の里山”に関心を持っているように思われる。

「ふるさとの森」のねらいは，森林をめぐるレ

クリエーション・リゾート産業，村おこし事業，

体験林業，木材加工業などを組み合わせて，森林

空間を総合的に利用する産業を興し，新たな雇用

をつくり出すことであるといわれている。

また，都市民が山村地域に森林を所有し，共同

経営を行いつつ，さまざまな活動拠点とするシス

テムの構築も必要である。

表･1多良木町“ふるさとの森”(分収育林）築計表

いま，林業不振のなかで，より経済的利益を追

求しようとする山村民と自然を失い遠くの森は守

りたいとする都市民が，それぞれ森林との共生の

道を断たれ，不幸な対立を繰り返している。この

対立を解消するためにも，森林をめぐる都市と山

村の間のマネーフローを含めた新たな関係づくり

が今日の課題である。

多良木町では，その第一段階として地元の町

民，住民が，ふるさと村おこし事業の拠点となる

行政，情報の発信基地である庁舎を新しく造る意

欲に燃え，この分収育林事業を推進したことが，

成功したカギであったといえる。

4．「ふるさとの森づくり事業」のしくみ

ふるさとの森の総面積は141.081,aあり，その

伐採時(平均42年生）
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表･3契約対象森林面積表･2契約対象森林の概況

林班｜面(ha" 材職
(m3)|樹 種｜林齢本数 契約完了時 而戟(ha)

スギ
ヒノキ

０
２
７
４
●
毎

戸
，
。
》１

２
１
９
７
４
《
“
４
９
９
９

５
６
８
４
６
３
９
５
９
９

●
●
●
●
●
●
●
●
Ｏ
Ｇ

９
６
５
１
８
２
４
４
８
４

％
喝
”
釘
”
“
釘
娚
”
錨

，
３
８
１
Ｆ

３
９
６

３
１
２
２
３
２
４
１１

２
２
２
２

10,571

37，824
I

年
年
年

昭和78

79

80

19．06

35．77

65．17

ギ
キ
ギ
キ
ギ
キ
ギ
キ

ノ
ノ
ノ
ノ

ス
ヒ
ス
ヒ
ス
ヒ
ス
ヒ

６
３
６
５
１
７
３
７

０
３
３
５
２
３
３
６

●
ｅ
●
①
●
●
ｏ
ｇ

ｎ
ね
巧
塑
３
８
５
４

１
３
８

４
２
６
４
９
６
分
ｐ

６
４
１
３

22

22
2

２
２
２
２

空
翠
一
一
調
和

０
４
４
６
９
６

｜
神
郵
一
坪
》

８
１
８
８
９
６

２
７
２
３

３

｜計＊ 120－00

４

＊このほか除外地．作業道など21.08haを有する

小計.

合計’12｡.OOlll1,6,885116,853.98

りや，山菜等の採取については，契約者に加入会

員証を作成して配布することにしている。契約者

の変更(相続など)，契約者の住所変更等について

は，町林務諜で対応している。

6．あとがき

近年，全国各地で，地域の未来を自分たちの手

で，自分の土地，森林，文化や自然環境等の資源

を生かして切り開いていこうとする“むらづく

り”運動が盛況になってきている。これからは，

「ふるさとの森」を一つのむらおこしの運動の基

軸として，かなりの時間をかけて築きあげていく

べきであろう。さらに，ふるさとの森を一つのス

テップとして町村民のエネルギーを結集して，こ

のむらづくり運動が発展することを切に要望する

ものである。

いまや町村民みんなの知恵を絞り，創意と工夫

を凝らして，豊かで魅力ある町づくりをみずから

の手で行わなければならない時代となっている。

熊本県では,全国に誇れる特産品,イベントやシン

ボルづくりなどを通じて活力と個性ある地域づく

りを行う「くまもと日本一づくり運動」が推進さ

れており，多良木町の隣村である水上村では“桜

の里づくり”などが展開されている。それぞれの

町村でも「くまもと日本一づくり運動」に呼応し

て，勇気をもって新しい町づくりに取り組んでい

くつもりである。

（雛難いし熊韓赫銅鑑割

うち作業道，自然林，除外地等21.08haを除き，

「ふるさとの森｣対象森林面積120.01,aを設定し

ている。除外地の活用については,山菜の森,自然

の森，林間広場として加入者の方々に利用しても

らい，森の中には遊歩道，あずまや，ベンチ，緑

地休養施設等を設定することになっている。ま

た，本町の「ふるさとの森」の中には，ゼンマ

イ，ワラビ，ウド，センブリ，タラノキサンシ

ョウ等が自生しており，加入者の方々の憩いの場

として20年間活用することができるよう考臘さ

れている。

この「ふるさとの森」の契約期間は20年間で，

費用負担額は,1口10万円で応募口数は3,268口

になり，その内訳は表｡lのとおりである。事業

のしくみは，図･2を参照していただきたい。管理

は，多良木町林務課で行っており，その現況は写

真で示すとおりで，契約対象森林の現状は表・2，

3のとおりである。

林分の配置と管理棟その他施設は，図･1に示

した。

5．「ふるさとの森」設定後の管理（問題点）

対象森林に風倒木や雪害木が発生したときは，

森林国営保険に加入しているので，一応保障され

ているが，もし，それでも不十分なときは，対象

林地内に除外地を設定しているので，この中から

充当するようにしている。

間伐収入等は売却代金を預金して利子を含めて

解契時に分配することにしている。森林への立入

林業技術No,5421987.5
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第9B回日本林学会大会

研究発表の概要

、

第98回日本林学会大会は，4月2，3の両日，九州大学農学部会場で開催されました。第
1日目，総会および日本林学賞受賞者の記念講演（鈴木和夫，笠原六郎，4嚇洋司の3氏）の
後，午後から翌日にわたり会員による研究発表が行われました。今回からは，緑地部門とバイ
オテクノロジー部門が併設されています。

各部門ごとのり暁発表については，以下の各氏のご協力により，研究の動向などまとめてい
ただきました。なお個々の発表内容については「第98回講演要旨集」をご利用下さい。

林政部門

林業試験場経営部柳幸広登

今年から「緑地部門」が新たに設けられ，従来は林政

部門（あるいは経営部門）に含まれていた森林レクリエ

ーション関係の報告は大部分ここに移動した｡緑地部門

ができたことで，今回は狭義の林業，すなわち林産物生

産を対象にするものが大半を占めた。

林政部門では21編の報告があったが，長引く林業・

木材業の現状，とくに円高に苦しむ各地の状況，そして

そのような中にあって打開策を模索している動きを報告

したものが半数を占めた。

まず石井は，林業・林産業のウエイトが高い北海道で

は，その不況が地域経済を沈み込ませている現状を報告

し，地域振興のために新たな林政を椛築する必要がある

とした。また行武と鶴の報告でみると，宮崎県諸塚村の

場合，一昨年の秋には3.6％あった育林業の内部収益率

は，このところの円高のために1.6％に低下している。

しかし，高密路網と加工施設が存在するため生産曇はそ

れほど落ち込んでいない。この事実から，これらの整備

が緊急の課題だとした。村島によると東北の中小林家は

自家労働への傾斜を強め，大山林所有者は経営縮小や多

角化によって現状を乗り切ろうとしている。

円高はこれまで順調に伸びてきた椎茸生産にも深刻な

影響を与え，輸出不振と価格の下落をもたらしている

（野村報告)。

このように，今日，林業や山村を巡る状況は非常に厳

林業技術No.5421987.5

しいわけだが，これを打破しようという動きもないわけ

ではない。そのひとつが各地にみられる「一村一品逆

動」や「村おこし運動」で，沢畑と小嶋はそれぞれ北海

道池田町と静岡県島田市の事例を紹介した。岩手県の住

田町は「住宅の産直」で有名だが，建主へのアンケート

結果を分析した船越によれば，この産直はかなり好評で

あるという。また椎茸生産における新しい動きを報告し

たのは青木で，大分県では近年，空輸用の生椎茸生産が

伸び，乾燥椎茸からこれに移行する地域も現れていると

いう。

北海道，特に道東地域ではここ10年梱包用のカラマ

ツ製材工業が非常な勢いで伸びたが，この背景には若齢

カラマツ林の農地への転用という動きがあったことを土

屋と柳幸は明らかにした。これと若干似ているのが山陰

におけるマツクイムシ被害と松材生産の関係で，被害地

域に指定される少し前に素材生産が－時的に活況を呈す

るという（伊藤報告)。

ところで留学生が増えるにしたがい，近年，林政部門

でも彼らの報告がみられるようになった。ただ，これま

では出身国の林業事情の紹介であり，日本林業を対象に

するものではなかった。ところが今年は，椎茸生産農家

の詳細な調査報告（アブバガル報告）や日韓の税制比較

（金報告）が，留学生によってなされた。また逆に増田

の一連のインドネシアのツンパンサリ造林制度に関する

報告のように，日本人が東南アジア林業を現地調査に基

づいた研究も現れるようになった。留学生による報告が

日本の現状に新しい知見を与えてくれたように，増田の

報告も単なる現地情報には終わっていないと思う。

そのほか，暖帯広葉樹材の流通，価格形成実態の考察

（安永)，都市の拡大と近郊林の変化を関連させようと

する試み（林ら)，森林組合の作業班長の性格把握（遠



藤)，林業への情報システム導入法（堀，黒川)，森組の

財務分析（牧田）など。

緑地部門。7編だけだったが，その内容は多岐にわた

った。丸山は森林風致史論の一環として今年は箕面公園

設立の経緯を報告した。広津は各種白書からレクリエー

ションの動向をとらえようとした。北村らは住民の森林

観の変化を色々な角度からとらえ，木材生産の場という

これまでの森林観は弱まってきたのではないかとした。

また千野のアンケート結果によると，子どもの自然体験

は自己啓発力を高める効果があるという。

経営部門

東京大学農学部山本博一

本部門における研究発表総数は41編で，そのうち森

林施業・林業経営に関するものが19編，林分の生長・

測定に関するものが22編であった。この数は前回に比

べて減少しているが，これは従来経営部閉で発表されて

いた内容の研究が，運営上の判断でかなりの数が他部門

に回されたためである。発表論文のすべてを紹介するこ

とはできないので，議論を呼んだもの，新たな傾向の見

られるものについてのみ以下に紹介する。

森林施業・林業経営の分野では，森林資源を幅広くと

らえ環境資源も含めた森林施業の体系化についての提案

がなされ，野生動物までも生物資源としてとらえて施業

することに対して活発な議論を呼んだ。このほかヤクス

ギやカモシカなどの自然保謹運動の展開過程や保謹制度

に関する発表があったが，これに対応した森林施業の分

析が今後望まれる。

民有林からの木材供給髄を搬出距離によって層化され

た減反率法により，需要髄を計量経済手法を用いてそれ

ぞれ予測し，これらに丸太市場モデルをリンクさせる新

たな民有林の木材需給予測システムが提示されたが，木

材価格と伐採性向の関係について論議が交わされ需給予

測そのものの在り方にまで展開した。民有林の木材供給

鉦を予測する減反率理論に対してその伐採性向の安定性

の仮定について問題点を指摘する発表があった。これが

減反率理論に代わる新たな予測モデルへと発展すること

が期待される。広葉樹の林分構造については，北海道か

15

ら沖縄までの広範囲にわたり数多くの発表があり，関心

の高さがうかがわれた。また，北海道の広葉樹再生林の

施業について，陽樹の幟成割合に応じた林型区分と施業

法の提案があった。

さて，林分の生長・測定の分野では，個々の林木の生

長曲線のパラメーターに着目し，林分を単木の集合体と

してとらえ患考え方が示された。このような方法は計算

量が膨大となるため計算機が不可欠となるが，パーソナ

ルコンピューターの普及がこのような研究を可能にした

といえる。今後このような側面からの研究が増加すると

予想される。天然林の生長を扱った研究の中に樹種の違

いを無視して，直径の大きさのみで林分椛造を表現しよ

うとするものがあった。大胆な方法ではあるが，このよ

うな考え方は，天然林を大局的にとらえる方法として一

つの方向を示すものといえる。新たな樹幹解析の方法と

して樹幹断面のコピーからデジタイザーを用いて測定す

る手法が示された。この方法は樹幹解析の能率を飛躍的

に向上させる方法として期待できる。また，曲線の当て

はまりの良否を検定する方法として，偏差モーメントと

いう概念が提示された。従来の最小自乗法による当ては

めでは偏差の平方和を最小にするようパラメーターの推

定がなされたが，それに対して偏差の大きさだけでなく

位置までも問題にして定量的に偏りを評価し，樹高曲線

や材積式の過大評価や過小評価を防ごうとするものであ

る。このほか，直径の生長曲線式と樹高の生長曲線式を

組み合わせて，任意の高さにおいてその高さまで生長す

る期間だけ時間のずれた直径生長曲線を描き，樹幹形を

表現する理論的幹曲線の発表があった。

ポスター展示では林分構造を顔形グラフで表現すると

いうユニークな発表があった。これは林齢や立木密度な

どの林分特性値を目や口の形や大きさに変換して表情を

介して視覚的に林分の状態を表示するものである。

総論として，生長・測定の分野では相変わらず難解な

数式を駆使した発表が多く見受けられ，専門外の聴衆に

も理解しやすいように表現方法を工夫することが必要な

ように思われた。逆に，森林施業・林業経営の分野では

統計的な説得力に欠ける資料が見受けられ，両者の調和

のとれた研究発表が望まれる。

林業技術No.5421987．5
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立 地部門

林業試験場土壌部西本哲昭

〃 河室公康

立地部門のうち，エダフォロジー（植物栄養土壌肥

料）関係の発表数は昨年を大幅に上回り盛大であった。

それぞれ有意義な報告であったが，紙面の都合上数点に

絞って紹介する。

まず例年どおり謎分の動態に関するものが多く，その

対象は林木から土壌，さらには流水までと森林生態系を

広くカバーするものであった。葉中の無機成分濃度で落

葉前に減少するものがあるとの報告に対しては，雨によ

る溶脱もあるのでは，との論議があり，林内雨の濃度が

高いKではその可能性が高く，ほかにCaやMgも可能

性がある，との意見が強かった。

土壌中での養分の垂直的移動を探るため，層位ごとに

土壌水の養分漉度が調べられ，溶脱や生物作用の面から

税明が試みられた。当然ながら’複雑な自然現象である

ためすっきりした説明のつかない部分も残されていた。

土壌へ施された肥料成分の動きについては，今回も吸

引法で採取された土壊水の養分濃度による検討があり’

Nを施したときにはNはもとよりCa･PMgまでも土壌

水に溶出してくることが報告された。このことはすでに

他の調査でも認められている現象であるが，その原因と

して土壌の酸性化説や置換作用説等が論議された。

次に汚泥施用に関する発表も相変らず多かった。今回

は施用による負の効果の部分，すなわち土壌への重金属

の蓄積や流去水の謎分富化の問題が主流であった。表面

流去水の富化は斜面を流下するうちに軽減されてゆくこ

とが明らかにされた。さらに浸透水から河川に至るまで

の実態の解明が，その研究手法の開発とともに期待され

る。これら汚染物質や前記の養分等の動きを究明するに

あたっては，同位元素によるトレーサー実験が有効な手

段であると思われる。

最後に，立地部門としては珍しく大気汚染に関する報

告もあった。一時期,都市林の衰退がSO2等の特定の汚

染物質との関連で検討されたｶﾒ’その後の情勢を見ても

この問題はもっと総合的な立地環境との関連で改めて検

討する必要がありそうに思われる。（西本）

ペドロジー（土壌学）関連のものについてみると，計
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18編の発表があり，その内訳は，ヒノキ林施業に伴う土

壊の変化について述べたもの3編，植物群落および林木

の生育と立地条件に関するもの3編，土壊水を中心に扱

ったもの3編，暗赤色土の性質について述べたもの2

編，その他，土壊澗査法の改良，パソコンを用いた自然

澱境情報管理システム，山地気象，土壌母材，土壌の理

学性，土壌有機物および土壊中のリン酸酵素活性などに

関するもの各1編であった。

ヒノキ一斉人工林下の土壌流亡が問題となって久しい

が，この問題を複臓林施業技術で解決できるか否か。一

連の発表は，まだ結論を得る段階には至ってなかった

が，今後の成果が大いに期待される。

植物群落および林木の生育と立地条件に関するものと

しては，北海道ではI､ドマツ，中部山岳ではシラベ，ア

オモリトドマツ，また九州ではシイがとり上げられ，そ

れぞれの立場から立地条件との関係が明らかにされた。

土壌水を扱った研究発表は，近年増加の傾向にある。

その内容は，森林の水保全機能解明をターゲットにした

土壌物理特性解明に関するものと，土壌水中の養分量お

よびその動態を中心としたものとに大別される。

また，技術開発に属する研究成果として，土壌固着紙

の改良およびパソコンによる自然立地的ゾーニングの例

などが発表された。土壌固着紙は，土壊調査の際の土色

の判定に便利であり，パソコンの使用例は，従来大型の

コンピューターで行われてきた土壌情報などのデータベ

ース化および図化などの仕事をパソコンでもできるよう

にしたものである。関係者には是非一度お試しいただき

たいものである。（河室）

造林部門

林業試験場造林部、明石孝輝

〃 森徳典

造林部門では5会場に分かれて144編が報告された。

これに，バイオテクノロジー会場を加えると160編にお

よび，昨年の141編を大きく上回り，参加者も多く盛会

であった。反面，細分化されすぎて会場を渡り歩いた

り，会場が狭くて立ち聞きをよぎなくされるという不便

さもあった。

今年の特徴は，バイオテクノロジー関連の研究報告が



一つの独立会場で開催されたことである。昨年はこの分

野の報告がわずか数編であったのが，予想どおりに急速

に増えてきた。関係研究者はまだ特定の組織に限定され

ているものの，この分野の活発な研究は少なくともここ

当分の間は続くものと思われる。

最近の造林研究におけるもう一つの目立った傾向は，

スギやヒノキを扱った研究が，育種分野以外では，全体

の1/5に満たなかったことに象徴されるように，従来は

林業の対象となることが少なかった樹種や森林を取り扱

った研究が増加してきたことである。造林の不振に加え

て，白神山や知床半島の伐採問題に見られるような，森

林の存在そのものが麓視される時代の反映と考えられ

る。

林木育種の分野では37（昨年45）編報告された。ア

イソザイムに関するものが8編あり，集団内と種間変

異，マーカー遺伝子の探索，サンプル採取に関するもの

が報告された。報告者の安定したバンドが望ましいとい

う意見に対し，ヘテロ個体との関連もあるとの意見があ

った。材質育種関係が4編，育種計画と成果に関するも

の3編，生態遺伝関係が2編，スギの着花性の家系間変

異，自殖弱性，および個体間競争に関するものが各1編

報告された。個体間競争については，一応の結論とし

て，単木混交植栽は分散の大きさには影響するが，系統

平均値にはほとんど影響しないと回答された。スギの形

質遺伝関係では，根曲がりの遺伝性についての親子相関

の確認が注目された。抵抗性育種に関する報告7編中2

編は材線虫抵抗性関連のもので，接種試験で抵抗性個体

の家系は抵抗性を有することが確認された。今後，この

ような早期検定と開花結実促進を合わせた選抜の繰り返

しによる育種方fI"が論議された。染色体に関するものは

5編あり，この中でAg-I法の有用性が論議された。

造林一般の分野に属する26（昨年48）編中では，省

力保育に関した報告4編が，林業を取り巻く諸情勢から

考えて，今後の造林方向を模索する研究として，また，

多雪地帯におけるヒノキ人工林の現況報告2編は雪害回

避に関連して，ともに注目された。その他では，寒害等

気象害，傷害，滞水害などの諸被害に関連したものが

12編と多かった。

森林生態の分野は53（昨年36）編に及んだ。とくに

目立ったのは天然更新，または更新初期の稚樹の消長に

関する報告で12編あった。対象とされた森林の種類が

多く，研究の意図も様々なものがあった。加えて，更新

の前段階ともいえる種子の生産と散布および理士種子に

17

関する報告が10編もあり，近年にない傾向であった。

樹種や更諦膠態の違いで，稚樹の数量や消失原因等が著

しく異なるため，論議がかみ合うまでには，やや時間が

かかったが，活発に討論された。森林タイプ，あるい

は，類似の更新法をまとめるような編成によって，論議

をしやすく，かつ深める工夫も必要と思われた。

森林群落，植生関係では，森林の構造，種の多様性に

ついての報告が6編あり，いずれも森林の内部構造を取

り扱ったものがほとんどであった。いろいろな種類の森

林の現存戯，リタ一蹴，密度効果を扱ったものが14編

報告され，久しぶりに多かった。

樹木生理の分野は40（昨年30)編あり，これまでと

同様に環境生理および生理と生態の境界領域の分野が多

かった。この中では，光合成，呼吸，樹冠構造などの個

体の生長機椛に関連した報告が11編，生長と環境要因

の関係が6編とまとまっていた。デンドロメーターによ

る直径生長測定は，簡便な方法であるが，単に形成層活

動だけを反映していないので，その解析には注意が必要

であろう。カンパ類ナラ類，熱帯樹など多種多様な樹

種の生活史，生理反応などについての情報が目立たずと

も毎年着実に集秋されてきている。これらは今後の森林

の取り扱いを考えるうえで重要な情報となろう。

バイテク関係は16編で，うち組織培養関係が半数を

占めた。従来培誕が難しかったクヌギ類の器官培養に一

定の前進が認められた。逝伝子操作関係では針葉樹を宿

主とするアグロパクテリアがみつかり，遺伝子の運び屋

として期待されている。

この報告は，育種関係については明石が，造林関係に

ついては垰田宏，小池孝良，石井克明の諸氏の協力のも

とに森がまとめたものである。

保護部門

東京大学農学部鈴木和夫

林業試験場関西支場田畑勝洋

保謹部門では2会場に分かれて57題の講演があった。

誰演の内訳は，樹病に関するもの（材線虫病関連課題を

含む）25題，昆虫に関するもの26題，鳥獣に関するも

の6題であった。

樹病関係についてみると，スギ，ビノキの材質劣化現

林薬技術No.5421987.5
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象に関する講演が6題あり，そのうちヒノキ漏脂病に関

するものが半数を占めた。漏脂性病害の原因について

は，昨年に引き続き病態部から分離されたc'”Z0”0”

opsis(不完全世代)-Pezi""a（完全世代）の病原性に

ついて検討が加えられている。また，九州地方の漏脂症

を示す原因の一つとしてヒノキカワモグリガが関与して

いたとの報告があった。

材線虫病関係についてみると，発表演題は14題と最

も多く，そのうち材線虫病の枯死機構に関するものとし

ては「マツノザイセンチュウの生産する酵素とその性質

一多糖及びタンパク分解酵素」「マツノザイセンチュウ

の感染による寄主組織の脂質変性」「樹木病害の症徴の

進展と水分生理状態の変化」などに新しい知見が報告さ

れた。いずれも進行中の研究であり，今後の発展が望ま

れる。

材線虫病の媒介昆虫に関しては，マッノマダラカミキ

リに関するものは2題と少なく，東北地方での蔓延に伴

って，カラフトヒゲナガカミキリに関する講演が5題を

占めた。カラフ1､ヒゲナガカミキリの寄生の見られた伐

倒放置木の調査から，カラフトヒゲナガカミキリによる

ニセマツノザイセンチュウの媒介が明らかにされた。ま

た，枯損木には，ニトベキバチとカラフトヒゲナガカミ

キリ，そしてニセマツノザイセンチュウの寄生が認めら

れた。

昆虫・鳥獣関係の課題のうち，ここでは「スギ・ヒノ

キ穿孔性害虫｣，「松毛虫｣，「シイタケ害虫｣，「ノネズミ

・ノウサギ」に関する講演について，その概要を紹介す

る。

スギ・ヒノキ穿孔性害虫：スギザイノタマバエの材斑

数決定要因としては，内樹皮厚のほかに虫密度も重要な

因子となっていることが考えられた。また，本種による

材斑軽減には間伐が有効であり，その原因は間伐により

スギの生長量が維持され，内樹皮厚の減少が起きないた

めであり，幼虫数の減少のためではないことが指摘され

た。

スギカミキリの幼虫期の死亡はその時期の降水量と密

接な関係があり，降水量が多い場合にはスギのヤニ分泌

力が強まり，ヤニによる幼虫の死亡率が高まることが示

唆された。

アカネトラカミキリの訪花行動は，コゴメウツギなど

のにおいの成分(Benzilacetate,Nerylacetateなど）

の化学的刺激と花色（光沢のある白色～黄色）による視

覚的刺激に左右されていることが明らかにされ，本種の
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生理活性物質による新防除技術の基礎的資料が得られた

ものと考えられる。

松毛虫：北海道で大発生したマツカレハの越冬期間中

の死亡率は，最低気温が-20･C以下となる1～4月に

高くなると考えられた。また，休眠誘起には従来の日長

条件のほかに温度条件も重要な要因であることが指摘さ

れた。

シイタケ害虫：シイタケオオヒロズコガは主にシイタ

ケ子実体を加害するが，その配偶行動から性フェロモン

の存在が示唆された。また，本種は市販のシイタケ種駒

によって人工的に飼育することが可能であることも明ら

かにされた。

ノネズミ・ノウサギ；マルチアンテナによるノウサギ

の行動追尾法やノウサギの嗜好性に関するスギの化学成

分の検索などが発表され，ノウサギの被害抑制技術の新

しい局面が展開されつつある。“まぼろしのネズミ”と

いわれていたワカヤマヤチネズミに関しては，その生態

的分布や成長・発育に関して貴重な報告があった。ま

た，エゾヤチネズミの道東地方における異常発生につい

ては，夏季（7，8月）の異常高温が引き金になってい

ることが示唆された。

防災部門

東京農工大学農学部太田猛彦

防災部門の発表題数は年々増加している。今年は昨年

より6題多く，防災(1)では土壌水分，流出，蒸発散，林

野火災を中心に32題，防災(2)では樹木根系の作用，斜

面崩壊，海岸砂防，緑化，土砂移動，リモートセンシン

グ関係の28題，計60題の発表があった。

森林土壌で覆われた山地斜面における，降雨一流出過

程に関する最近の研究は，不飽和浸透流にかかわる諸現

象の解明に集中している。防災(1)ではまず，不飽和浸透

流に関する基本的問題の一つである非均質土壌中の流れ

の特性を土壌カラムの実験を通して解明する試みや，深

さ70cmの森林土壌非撹乱サンプルを用いた飽和不飽和

浸透特性の検討結果が発表された。また，林地斜面での

土壌水分の観測から，斜面各部位での長期的水分変動特

性を詳細に示した例，土壌水分変動に立木の蒸散が影響



した例，あるいはマイクロライシメータを用いた土壌面

蒸発や土壌水分特性の解析結果が発表された。

山地小流域を中心とした流出解析に関して今年も数題

の講演があり，海外の流域を対象としたものも含まれて

いる。最近は水温や水質情報も含めて解析する例が多い

が，まだそれらのデータを-|-分生かした研究は少ないよ

うである。また，流域内の火山砕屑物の影響や森林伐採

の影響を解析した例も発表された。

林野火災に関しても昨年に続いて多くの講演があり，

スギ人工林の火災の実態，地表の地形・植被条件と燃焼

程度との関係，火災が林地の表面浸食に与える影瀞，火

災後の植生回復過程や表而浸食特性変化過程の追跡調査

結果が発表された。

その他，土壌の理学性に関する発表や林地の蒸発散量

測定に関する発表が目立ったが，後者はいずれも観測を

開始したばかりであり，今後の解析結果が期待される。

さらに，林内浸食に関連して樹冠層による雨滴径の変換

特性を観測した研究などが注目された。

防災(2)では，表層崩壊と森林との関係についての一般

的考察，積雪地での樹木根系の斜面安定効果，根系の引

き抜き試験結果など，今年も樹木根系による表層崩壊防

止作用に関連する研究が多数発表された。それらには樹

根がクイ作用によって崩壊防止に役立つと仮定した実験

や，根系が土の強度定数tanpに与える影響を評価した

実験についての発表も含まれている。

一方〉一般的な山地防災関係の発表としては，山地用

貫入試験に関する研究，崩壊面積率の予測問題，山地災

害警戒避難基準雨量の推定問題，三原山噴火に伴う林地

荒廃現況調査等の講演があった。

海岸砂防に関する研究は例年より多かったが，いずれ

もクロマツに関するものであった。すなわち，クロマツ

葉への海塩粒子侵入についての詳細な研究，クロマツ林

のリターフォール量の測定，クロマツ林への広葉樹の導

入試験，クロマツ林への木炭施用結果等である。

緑化に関しては3題の発表があった。1題は高冷地の

山腹緑化に関連してその植栽限界を与える基準を提案し

たもの，他の2題は林道法面緑化施工後の植生の推移を

追跡したものである。

その他，落葉広葉樹冠雪害，防風堆雪柵の原理と適

用，林道路床上の凍上特性等，雪と低温に関する諸課題

の研究成果が発表された。また，毎年継続して研究が進

められている蛍光着色粒子を用いた浸食土砂の移動に関

して今年も精力的な研究成果が発表された。
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最後に，パーソナルコンピューターによるランドサッ

トデータの利用の一例，同データを基にした流域の個別

環境保全機能の評価方法，デジタル地形モデルによる地

表面流水モデルの作成等の研究成果が発表された。今後

もこの方面の研究の充実が望まれる。

利用部門

林業試験場機械化部柴田順一

利用部門では2会場に分かれ40題の発表があった。

内容を大別すると林業機械に関するもの13題，林業作

業に関するもの13題，林道および地形に関するもの14

題であった。特に話題が集中するようなテーマはみられ

なかったが，実験や実態調査に基づく研究調査から新し

い視点からの考察まで，研究の対象と手法ともに多彩で

あったといえよう。

林業機械に関しては，不整地走行あるいは歩行車両の

開発を目指した研究が近年続けられているが，今回は歩

行式機構の模型試作とその結果，機体と脚の理論的検

討，さらにはスライド式遊脚機構による障害物乗り越え

性能の検討の発表があった。山地を移動できる車両は今

後の林業機械化のためのベースマシンとして期待が大き

いだけに，具体的な成果が望まれるところである。

小型機械では，枝打機のいっそうの機能向上のための

新たな機構開発に向けた試験結果と，刈払機の丸鋸の芯

抜け現象に対する安全面からの検討結果が，発表され

た。

トラクタによる造林作業については，レキドーザの爪

の改良効果と，植付機の切削抵抗の測定結果が報告され

た。

集材機に関連したものでは，架線の支柱としての立木

の強さと根系の関係，ガイドブロックにナイロンシーブ

を用いた改良試作の結果，さらにトラクタに搭載するこ

とを前提とした新しい機構を持った集材機についての検

討結果の発表があった。

また，近年普及しているリモートコントロールの電波

に関して，林内における電界強度の実測結果の発表もあ

った。

作業に関する発表のなかでは，作業工程や能率と作業

林業技術No.5421987.5
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仕組についての考察結果の発表があった。

林道路面の維持管理に関して，実態調査をもとにした

林道の現状と路面評価，路面浸食の経年変化の測定結

果，シートを敵き込んだ路体椛造の使用結果，および路

面起伏と地表水の状況に関するシミュレーション結果に

ついて，それぞれ発表された。林道の舗装効果と温度変

化の考察，林道開設後の年数と災害発生の実態調査結果

の発表があった。

林道と作業道の相違性と類似性についての調査と分析

結果の報告は，現時点における作業道の基準のあり方を

考えさせた。

トラクタ集材作業によって裸地化された林地の緑化に

関連して，土場跡地の植生回復，トラクタ道に植栽した

木の生育状態の鯛査結果，およびトラクタ道に緑化工を

施して土砂流出量を調べた結果が報告され，トラクタ集

材跡地に対する関心の高まりが感じられた。

林地地形の把握に関して，ビデオカメラによる微地形

測定方法の実験結果，数値地形図による地形解析精度に

関する検討，および林道網について開発率を利用した路

網定数に関する考察結果などの発表があった。

者の生理負担に関するものが6題あった。実験調査の対

象とされた作業は，パワーシ｡1,ベルによる林道工事，枝

打ち作業，間伐木の伐木枝払い作業，チェンソー伐倒作

業，刈払機による刈払い作業および林道を走行するトラ

ック運転などである。作業者が受ける生理負担について

は計測方法の進歩も著しく，労働を対象とする研究の基

本的な部分として，的確な実験や調査の積み重ね，真に

作業改善等に役立つものとなることが期待される。

近年実行例が多くなっている択伐伐出作業とヘリコプ

タ集材に関して，多くの事例調査をもとに分析した報告

がなされたが，伐出事業が当面する課題であるので現状

の把握と今後の指針を与えるものであろう。

チェンソー作業班の職場規模としての公的な時間規制

を受入れ側がどのように実行しているかについて，興味

ある実態の報告があった。

経済性についてモノケーブル集材の実行例の評価，あ

るいは立木価搭の簡便な方法の試案の発表もあった。さ

らに，作業仕組や作業計画に関して，歩行速度の推定を

もとに林業作業における歩行の経費の予測と，外国で使

用されている高能率プロセッサーの導入を仮定した作業

＜日林協発行図書の会員特別割引のお知らせ＞
記

1．期間昭和62年5月末日まで

2．割引率全点20％引き（送料サービス）

3．申込方法所属支部を通じてお申し込み下さい

（個人会員は，その旨明記して直接お

申し込み下さい）

4．申込先日本林業技術協会事業部

〒102束京都千代田区六番町7

毒03－261－5281

※なお，売切れでご注文に応じられないこともあり得ますの

で，あらかじめご了承下さい。

書 名著者

現代森林考筒井辿夫

山林の評価栗村哲象

地方林政の課題紙野伸二

木材の構造佐伯浩

「日本の森林土日本の森林土鰹
壌j縞築委員会

緑地岡崎文彬

わかりやすい林業研究解説シリーズ

No.52林業のｼ蕊今雌開辻隆道
No.53苗畑林地除草剤の

新しい使い方真部・石井
No.55南洋材の材質と加工性筒本卓造
No.56林叢形成促進のための
実播緑化工とその保育岩川幹夫
管理

N･58マツ風の材線錨,嚴除森本･爽宮
No.61造林地の冠雪害と

その対策商橘啓二
No.62野ネズミ発生

予察法と防除法上田明一
No.63スギ赤枯病の

生態と防除陳野好之
No.64造林地の寒害と

その対策笹沼・坂上

定価

2,000

6，唖

3,m0

4，5叩

15,0"

15,0m

400

400

500

500

600

500

700

700

700

書 名

ジグザグ集運材作業

街路樹実務ガイド

林木の材質

林業地帯の形成過程

植木の害虫

森林の利用と環境保全

林野土壌層断面図集（3）

林業と環境

農山村振興と小規模林業経営

価

卸
諏
迦
唖
皿
迦
皿
迦
迦

定
ａ
Ｌ
ａ
ａ
ｚ
ａ
舟
ａ

著者

中村英碩

落合和夫

加納孟

有木純善

喜多村昭

熊崎実

林業試験場

カール・ハーゼ

ル／中村三省

黒田辿夫
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灘 璽繍燕蕊蕊識霊光江静雄

5．ウッドブロック積･間伐材利用の新工法

はじめに

木材，ことに間伐材の販路拡大を目ざして開発された

ウッドブロック積について，本誌61年12月号で前林野

庁林監査官（現・林業試験場機械化部長）が，「木で山

を支える．ウッドブロックの発想と成果」と題して詳し

く紹介されている。

そこで，今回は施工の適地，施工者の声，施工の実績

と今後の見通し，間伐材の需要開発との関係，特許とそ

の趣旨等について述べることにしたい。

試験施工では次のような貴重な体得をした。ウッドブ

ロックは，木が持つ自然の軟らかみを最大限に生かすた

め，丸太をそのまま組み合わせることにし，一切加工し

ない方針で試作した。

ところが丸太と丸太の組合せでは，縦横材の接触が点

であるため，力いっぱいボールト締めをしていても，小

運擬や積上げ中の取扱いで緩んでしまう。

それに，積上げは下のブロックの横材に，上のブロッ

クの横材を乗せることによって，ブロック積を形成する

が，丸太のままでは丸味の寸法が不統一であるため，そ

の結果，各段の目通りがそろわず，横線が凸凹になって

美観と安定が著しく損なわれてしまう。

そこで，図･1のように縦・横材とも，丸太と丸太が

接する面に限って太鼓落しをし,機材は10cm幅の規格

で統一することにした｡(太鼓落しで接触面砿が大きくな

って，ポールトも締まり美観と安定も保たれる)。

その後，経済性と能率性を考慮して，1個当たりの表

面積を大きくすることにし，機材50cmを75cmに改

めることにした（機材|･50cmでは1m2当たり6個,75

cmでは4個となる)。

施工の適地

ウッドブロックは木肌の軟らか味と，色彩が自然環境

になじみ，林地の椛造物としては理想的であり，特に，

次のような場所での施工には最適で，評判も良いようで

ある。

1.林道・作業道等の土留・土捨場構造物

2.観光地の駐車場・展望所等の土留椛造物

3.治山工事のための山腹櫛造物

特に，山腹工のように高い所への材料運搬は，コンク

リートブロックに比べて軽いのと，1個当たりの面積が

大きいた必，搬入個数も少なく，胴詰コンクリーI､や裏

込栗石，型枠その他の付属資材の持込みも不要であるの

で有利と思われる。

4.登山道・遊歩道・参道等の土留や路側椛造物

5.神社・寺院等の境内の土留櫛造物

山側土留用として施工されたウッド

プロック（熊本営林局妖肥営林署管

内）

,‘'''.'，''‘''‘I皿･…･''‘'''''‘',ⅢⅡIⅢⅢⅡⅡIⅡIⅡIIIIIIIllⅡIⅡ11Ⅱ11ⅡⅡ11Ⅱ【ⅡⅡ『ⅡⅡ'1､lⅢ11ⅡIⅡ111ⅡlⅡⅡIⅡIⅢ11ⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅡ111ⅡⅡⅡ,'1ⅡⅡ11ⅢⅡⅡ111Ⅱ1ⅡⅡⅡⅡ{Ⅱ111ⅡⅡ11ⅡⅡⅢ''1U'1‘'''''11Ⅱ'111Ⅱ11川IIiⅡⅡⅡ11ⅡIiI1ⅡⅡ11Ⅱ
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6.公園・遊園地・ゴルフ場等の土留構造物

また，ウッドブロック積の法面の空げきには，種子吹

付や潅木の植栽もでき，現地の環境に応じた緑化や，コ

スモス・ホウセンカ・サツキ・ツツジ等の花も楽しめる

ユニークな工法である。

施エ者の声

すべての椛造物に共通していえることは，目的に対し

て安全であるとともに，美観もまた大切な要素の一つで

ある。ウッドプロック積の外観は，他の追従を許さない

すばらしさがある。木肌は天然の技が創造してくれた軟

らかみと,CCA防腐加工によって着色された部材は緑

黄色を呈している。

築設は，縦・横とも目通りが整然とそろい，どんな環

境にもなじんで違和感を与えない。実際に施工をされた

人たちの感想を聞いたので，その一部を紹介したい。

Aさん『初めての経験だったので，1段目を並べ終え

るまでは多少もたつきましたが，2段目からは順調に

積めました。コンクリートブロック積と違って，胴詰

コンクリートや裏込栗石もいらないので，ウッドブロ

ックを並べるのに，裏込土砂の投入や締固めが追いつ

かず，積手に手許作業員が早過ぎるといって，口げん

かするくらいでした』

Bさん『ウッドブロックの積み方のコツがわかりまし

た。この工法は，基礎丸太を並べるた逸の床栫えさ

へ，凸凹がないように念を入れて行えば，あとは法勾

配に合わせてどんどん積めるし，各段の目通りもスッ

キリ通って，できばえもきれいになりますよ』

Cさん『コンクリートブロックは1個42kgあるの

図･1

コンクリートブロック

『ツツドプロック

比率

重量等比較表

1mz当たり概数

8.3価

4．0冊

48％

1個当たりj､趾

42.2kK

17.5～22.5kg

‘17％

1m蟄乳たり亜砒

350kg

70～90kg

23％

で，頑強な男でも1回に1個しか運べません。ウッド

ブロックは20kgしかありませんので，面を背中に控

を前で握って2個担いで運べるし，同じ1個でもウッ

ドブロックはコンクリートブロックの2倍の面積があ

るので，1回の運搬で4倍の面積を運べることになり

ます。曲がりくねって索道も張れないような山間の遊

歩道の工事には，これに勝るものはないと思いまし

た。欲をいえば，防腐剤の注入を早くして，よく乾燥

してから出荷してもらえば，なお助かると思います』

Dさん『お宮の境内の裏山が崩れて土留をすることに

なったのですが，コンクリートでは環境になじまない

し，何か良いものはないかと思っていました。ウッド

ブロックの話を聞いたので，現物を見せてもらった

ら，色も地味で木肌の軟らかい感じが気に入りまし

た。早速，工事してもらいましたが，できばえがまた

気に入ったので，仕事をした人たちにお神酒とさかな

を持って帰ってもらいました』

施工の実績と今後の見通し

熊本営林局では，昭和60年度から経済性・安全性・

耐久性・自然環境への順応性等を検討しながら，管内14

営林署で林道の山側土留工・重要な捨土箇所の法尻土留

工・治山の山腹工等に約2,200m2を施工し,61年度も

2,500m2を目途に実行中である。

営林局署以外の九州各地でも，宮崎県で治山の山腹工

・河川の法面工（適当な間隔で杭を打ち，控材と杭を結

び，さらに控材相互を連結材で固定し，中詰はすべて栗

石を用いる）等に施工されている。

熊本県では，林道・治山の土留工事はもとより，町村

防腐処理
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道の土留工事，桜の名所の展望所・駐車場の造成工事，

登山道・遊歩道・山岳神社の参道等，コンクリートブロ

ックのような重量資材の搬入が困難な箇所の土留・路側

工事，神社の境内の土留工事等合計約1,000m2が施工

されている。

また，三重県松阪市の森林組合が製作・販売している

ウッドブロックは，61年9月以降,治山の山腹工・生活

環境保全林の土留工事等に約350m3が計画され，施工

されつつある。

愛媛県森林組合連合会でも，四国地方の木材需要の拡

大を目ざして,62年1月から年間約3,000m2を目標に，

林道・治山工事を主な販売先として，製作・販売が開始

され，その一部が既に施工されている。

ウッドブロックと間伐効果

ウッドブロックは1m2に0.151m8の丸太を消費す

る。

部材は短く切って使うので，端尺材や多少の曲がり材

でも使える。スギ・ヒノキ・カラマツ等，樹種は何でも

よい。

今までの実績等から，1工場で年間3j000m9のウッ

ドブロックを製作・販売すれば，約450m3の丸太を消

費することになる。

ha当たり100m3の造林地で20%の材積間材を行い，

歩止り率を40影として試算すれば，造林地面積にして

約57haの間伐が推進できることになる。

特許とその趣旨

ウッドブロックは60年1月30日付けで，熊本営林局

長を出願人として，特許を申請している。

その趣旨は，国有林・民有林を問わず，わが国林業界

の重要課題である木材の需要拡大を唯一の願いとして，

考案されたこの工法が，特定の人から製作・販売の権利

を独占されるようなことになれば，本来の意図が阻害さ

れることになるとの懸念から申請したものである。

そのようなことから，特許料は営林局署以外に販売し

たものについて，売上額の0.8％としている。

おわりに

熊本営林局ではウッドブロックのほか，控杭付きの木

柵工・丸太路盤工・木製管渠保謹柵・丸太横断溝等，木

材需要拡大のため木質工法を積極的に採用するよう努め

ている。

しかし，木材を工事用資材として大通に消費でき，商

品として一般の流通システムに乗せられる製品として

は，現在のところウッドブロックをおいてないようだ。

ウッドブロックの開発に当初からタッチし，現在まで

指導された林林業試験場機械化部長には本誌を借りて

厚くお礼を申し上げたい。

森林土木事業を担当する私たちも，林業を椛成する一

員として，ウッドロックを通じて，木質工法開発の一助

となれば幸である。

（みつえしずお・熊本営林局土木課）

f繊蔦蕊

土留用として施工中のウッドブロック
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全国広葉樹《試験林･見本林》の概況

V.大 学(その3）

広葉樹試験林

樹種名称･面積(ha)･場所･駿定年月｜目的‘｜現況･データ
ミズメﾐズﾒ幼齢林の立て木施業法試|有用広紫樹の保育法の体系化｜ﾐズﾒを主林木としたミズメ ミズメ幼齢林の立て木施業法試 有用広莱樹の保育法の体系化 ミズメを主林木とした落葉樹の二次林

現況・データ・〔管理機関〕

験地・0．2．昭61.7

ブナ，ミズナラ ブナ林試験地．0．2．昭61.7

クヌギ クヌキ施業試駁淋・0.50.

昭52.6

コナラ コナラ施業試験林．0．40．昭

52.6

ブナ ブナ母樹系統別植栽試験林.

0．50．昭52.4

クヌギ 採種林．1.00．昭.53.10

クヌギ クヌギの人工造林試験地．1．18

･昭56‘10

ケヤキ

’
ケヤキの人工造林試験地．1．20

･昭54～59

ﾄチノキ トチノキの人工造林試験地

・1．00．昭58.10

キハタ・ キハダの人工造林試瞬也・0，50

･昭56.10

広葉樹 広葉樹林における水文観測試

(彗話竺葱.） 験地礒山演習林天谷流域）
(No.1）・15.2．昭55.11

林業技術No.5421987.5

|慈幾
するブナ，ミズナラ

秀導について

皆伐区，択伐区を設けて生育比

較試験を行っている

同上

中国地方の各地から母樹別にタ

ネを取って造林し，母樹の形質

の避伝性を試験している

天然林を除・間伐して採種林を

股定し，結実促進試験を行って

いる

一般植栽試験

母樹系統別植栽試験

産地別植栽試験

同上

広葉樹林における水源かん養磯

能に関する研究，広葉樹林にお

ける水文観測，湿水堰は三角堰

3.0×1.5(、）
(幅）（深さ）

(報告書なし）

〔京都府立大学腿学部演習林研究室〕

ササ地に広葉樹稚樹が点在している

〔〃〕

クヌギ2次林の生産構造について（広葉樹

研究，No.1,198の，クヌギ林の施業試験

（広葉樹研究，No.3,1985）

試験地設定時および5年経過後の測定値保

管

〔鳥取大学腱学部附属蒜山演習林〕

鳥取大学蒜山演習林におけるコナラ林の林

分椛成および現存量（島根大学農学部研究

報告14号，19”

試験地設定時および5年経過後の測定値保

管

〔〃〕

ブナの人工造林について（94回日林論，

1983）

〔〃〕

クヌギ採種林の結実について（93回日林

論，1982）

〔〃〕

未調査，野ネズミの被害が多い

〔〃〕

未調査

〔〃〕

同上

〔〃〕

同上

〔〃〕

･広莱樹林における水源かん養機能に関す

る研究(1)報（鳥大農演報No.13,1981）

･同上（Ⅱ)報（鳥大広葉樹研究No.2,

1983）

･同上（Ⅲ)報(鳥大農演報No.14,1984）

(継続観測中）

〔〃〕
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樹 種｜名称･面積(")･場所･股定年月目 現況・データ・〔管理機関〕的

ｊ
●ギ
林
ヌ
次
ク
ニ
て
の
し
う

》
儲

広葉樹林における水文観測試験

地（蒜山演習林西ノ谷地区かじ

や谷流域)(No.2)・48.6・

昭58.12

広葉樹林における水源かん謎職

能に関する研究

広蕊樹林における水文観測

箪水堰は三角堰と矩形堰

2.0×1.0(m),6.0×1.0(m)

（施業実施流域）

広葉樹林における水源かん菱機

能に関する研究

広莱樹林における水文観測

蛍水堰は三角堰と矩形堰

2.0×1.0(m),6．0×1.0(m)

（無施業で対照流域）

1）研究開発されたミズナラ職

造材生産林分育林工程の実用

化

2）細胞式舌状皆伐作業法によ

り，目標林へ誘導する技術的

実践方法の究明

(継続観測中）

〔〃〕

同上 広葉樹林における水文観測試験

地（蒜山演習林西ノ谷地区木谷

流域)(No.3)・53.3･昭58.12

(継続観測中）

〔〃〕

150個の伐区分画完了，そのうちの約80個

の伐区は更新・除伐・枝打・間伐によって

目標林分への誘導に着手されている。な

お，林道網開設は完了しており，林道密度

は104m/haである。

毎年度，投入された労働量，資材量と産出

された材積量は記録保管されている。（九

大演習林集報25号，21～54P,1974)

（科研報告書：ミズナラの良質大径材生産

林分育林工程の実用化に関

する研究，1982）

〔九州大学農学部附属北海道演習林〕

ミズナラ構造材保統生産林への

誘導試験林．203.08･九州大学

北海道演習林8林班および9林

班・昭46.6

ﾐズナラ

クヌギ・コナラの適正植栽密度日林九支,齢（1986年）に投稿中

を見いだす

〔宮崎大学農学部附属演習林〕

常緑広蕊樹天然林の林分櫛造の報告書無

推移および生長の把握

〔〃〕

天然下種によるコナラ雅樹の消日林九支研論（1978年）165～166

長および生長の把握

〔〃〕

クヌギ林に対する肥培の効果，試験地設定

とくに分施の効果の検討

〔〃〕

1．天然生コナラ，クヌギ林の昭和60年度特定研究報告(宮崎大学),1986

生長

2．クヌギ壮齢林の莱部の養分

溌度の季節変化〔〃〕

儲緑広葉樹天然体の榔造変化固定プロット設定，現況データ噸木位置

図，大きさその他）測定済

〔〃〕

同上 ｜同上

クヌギ・コナラ植栽密度試験林

･0.70・宮崎郡畑野町，宮崎大

学田野演習林17林班・昭55.3

蝋緑広葉樹生長淵査林．o､04×

6・宮崎郡田野町，宮崎大学田

野演習林10林班・昭59.10

コナラ天然下弧更新賦験地・

0.5・宮崎郡田野町,宮崎大学田

野演習林5林班・昭52.10

クヌギ幼齢林の肥培･0.3・宮

崎県宮崎郡田野町，宮崎大学膿

学部附閥演習林7林班．昭60.2

コナラ,クヌギの天然更新・0．l

宮崎県宮崎郡田野町，宮崎大学

農学部附属淡習林11林班．昭55

クヌギ・コナラ

常緑広莱樹

(鳥ｲ'カシ'タブ）

コナラ

クヌギ

コナラ

クヌギ

スダジイほか 常緑広葉樹天然林の動態試験地

･O.16・宮崎大学鰹学部附属田

野演習林・昭60．7

暖帯常緑樹種混交林常緑広葉樹天然林の動態試験地

．o､1・宮崎大学農学部附属串

間演習林・昭60.9 〔〃〕

成長量固定試験地．2.8.76～天然生広葉樹林の施業法の確立

79林磁に70カ所・昭55.5

成長量固定試験地．o､2．”林同上

班ろ小遜・昭53.6

演習林経営案説明書

唾球大学農学部附属演習林〕

学生，院生等の卒論

〔〃〕

天然広葉樹

天然広葉樹

林業技術No.5421987．5
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樹種｜名称･面積(ha)･場所･設定年月｜目的 データ・〔管理機関〕

『報告1979年～1983年（亜熱

蝿緑広莱樹林の択伐方式に

｢究）

〔〃〕

天然広葉樹

天然広葉樹

同上

天然常緑広葉樹

同卜

外国産導入樹種

同上

マングローブ

ヤエヤマヒルギ

隅・
'ﾋルギダマシ

メヒルギ

ヒルギモドキ

択伐試験地.1．4．79林班は小

荘・昭54．3

萌芽試験地．1．7．78林班を小

班・昭53.3

萌芽試験地．0.05．？8林班を小

､班・昭42

皆伐萌芽試験林．0．1．208林誕

・昭51.2

択伐試験林

208林鉦

①5.0．昭50.8

②5.0．昭55.10

熱帯亜熱帯地域の森林資源回復

試験林

208林避

①0.2．昭54.8

②0.8･昭60.8

熱帯有用樹の導入育成試験林．

1.5.208林遜・昭56.10

マングローブ生態試験林．40.0

･208林瑳・昭54.4

択伐林型を盤術するための錐礎

的保育技術の確立

林分櫛造を改善し，生産性の筒

い択伐林への誘導

同上

亜熱帯天然常緑広葉樹林の施業

法の確立

同上

亜熱帯環境における森林および

畑管理上の諸問題の解明

ジャイアントイピルイピル，タ

イワンハンノキ，ユウカリ類等

マングローブ林の生態，育苗，

造林に関する研究

琉大股学部学術報告1”9年（亜熱帯地域に

おける蝋緑広紫樹林の択伐方式による施業

法の研究）

〔〃〕

ジャンボ雫ﾝﾈ．｜庫駕苧地O.47･鐸織地|パｲｵ毒ｽ変綱衝

〔〃〕・

ヤエヤマヒルギ胎生菰子の形態とその初期

成長について(1981)日林九支研論難

No.34

ヤエヤマヒルギ幼齢木の支持根について

(1981)亜熱帯林No.3

沖純の海岸林に関する研究(Ⅱ）（1982）琉

大農学部学術報告NO.29

ヤエヤマヒルギの植栽試験（1983）亜熱帯

林No.5ほか多数

〔〃〕

昭和59年皮萎託砺業報告譜，巨大ギンネム

の造林学的研究

〔琉球大学農学部林学糊

林業技術No.5421987．5

〔訂正)540号（昭62.3)本棚・｢北海道大学の広灘樹試験林」の記事中(p.25),まちが
いがありましたので，次のように訂正いたします（下線の箇所)。
①幌加参考林の管理機関名は，中川地方演習林となります。

②溪畔林施薬試験林の所在地は，雨竜郡幌加内町雨竜淡習林となります。

け
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広葉樹見本林

’目 的

ブナ見本林．2．90・

昭56

● 商林齢天然生広葉樹の成林成果114年生10林班ろ小斑

〔〃〕

林業技術No.5421987．5

ミズナラ

カシ類

シイ類

ヒメシャラ

ャプツバキ

シキミなど

ラ
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ー
ナ
カ
リ
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コ
イ
ユ
エ
カ

ー
リ
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‐
サ
，
，
ド
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メ
オ
ュ
ー
キ
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ア
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ピ
ン
ヤ
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ネ
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卜
‐
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メ
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ー
‐
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キ

ウ
カ
ズ
イ
ラ
チ
ノ
ノ
デ，シンジュ，キハ

ダ，ブナ，シナノキ

など

ケヤキ

コナラ天然林

クヌギ

オウシュウクロハン

ノキ

ブナ天然林

コナラ天然林

サワグルミ天然林

オニグルミ

オニグルミ

キハタ

ミズナラ見本林・4o・雨竜郡

幌加内町雨竜演習林．407およ

び408林班

大森山保存林．58.0・古座川町

和歌山演習林．4，5，9～'1林

遜・大14

広葉樹見本林．6．2・滝沢演習

林．9，10林班・昭37～昭51

ケヤキ見本林．1．1・滝沢演習

林．3,8林虹・犬13～大15

自然植生保謹林・6．5・滝沢演

習林・3,4,6林班

クヌギ学術参考林．0．2・滝沢

演習林・10林班

オウシュウクロハンノキ見本林

・0．1・御明神演習林．13林瑳

・昭45

ブナ学術参考林.65．5・御明神

演習林・10林班

コナラ学術参考林．1.4・御明

神油習林・8林班

サワグルミ学術参考林．1．o・

御明神演習林・10林班

見本林.0．39．5林班ほ小班．

'1月48‘10

見本休・0．30．6林班か小班．

昭48.10

見本林．0.34.12林班に小班・

昭57.10“

天然生のミズナラを主とした林

分。ミズナラ遺伝子の保存

林相の保全

広葉樹二次林の森林回復状況お

よび森林生態学系の観察

高木性有用樹種の生育試験

高木性有用樹種の生育試験

生態観察および見本展示

同上

導入有用樹種の生育試験

生態観察および見本展示

同上

同上

クルミ採種林

クルミ用材林

広葉樹導入植栽見本林

ha当たり約200,3

佐野淳之：森林の構造(Ⅱ)，日林鈴，97,

1986．宮崎安貞ほか：北海道ナラ類の森林

生態遺伝学的研究(Ⅳ)日林論，97，1986．

〔北海道大学農学部附閥雨竜地方演習林〕

ha当たり約120,3

常緑広葉樹を主とし，一部尾根筋に針葉

樹，谷筋に落葉広葉樹が混じる

〔北海道大学膿学部附属和歌山地方演習林〕

報告書なし

〔岩手大学農学部附属演習林〕

岩手大学演習林業務盗料4号（1982）

〔〃〕

岩手大学演習林業務資料2号（1”9）

〔〃〕

岩手大学演習林業務質料4号（19画

〔〃〕

報告書なし

〔〃1

同上

〔〃〕

岩手大学演習林業務資料2号（1”9）

〔〃〕

報告書なし

〔〃〕

30年生

〔山形大学腿学部淡習林〕

33年生

〔〃〕

21年生

〔〃〕
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ろ
ん
荘
ご
と
の
共
同
請
負
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
林
班
に

単
価
を
決
め
、
く
じ
引
き
で
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
を
、

競
い
合
っ
て
刈
っ
た
。

下
草
刈
り
で
悩
ま
さ
れ
た
の
は
ブ
ュ
だ
っ
た
。
雨
の
日

と
、
そ
れ
に
日
の
か
げ
っ
た
朝
夕
に
出
る
の
だ
が
、
ナ
メ

ラ
谷
の
ブ
ュ
は
特
に
多
く
、
ま
た
大
き
い
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
た
。
防
虫
用
の
線
香
な
ど
は
ま
だ
知
ら
な
か
つ
た
か

よ

ら
、
木
綿
の
ポ
ロ
切
れ
を
縄
に
綾
り
、
火
を
つ
け
て
青
葉

で
包
ん
だ
も
の
を
腰
に
つ
る
し
た
。
煙
で
追
い
払
お
う
と

し
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
カ
ッ
コ
と
い
っ
た
。
だ
が
大
群
に価・筆者）

Ｋ
さ
ん
の
写
真
撮
影
が
済
む
と
、
Ｆ
さ
ん
や
私
も
連
れ

だ
っ
て
山
を
下
っ
た
。
途
中
、
谷
川
の
ほ
と
り
で
弁
当
を

食
う
た
め
に
休
ん
だ
。
仕
事
で
汗
を
か
い
た
Ｋ
さ
ん
は
上

つ
き
ま
と
わ
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
効
果
も
な
く
、
た
ま
り
か

ね
仕
事
を
や
め
て
逃
げ
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

だ
が
ブ
ュ
の
難
は
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
後
に
は
全
く
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
は
草
刈
機
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

で
、
そ
の
振
動
の
せ
い
か
、
ま
た
は
燃
料
の
石
油
の
に
お

い
が
効
を
奏
し
た
の
か
、
機
械
が
動
い
て
い
る
間
は
、
ブ

ュ
は
寄
り
つ
か
な
か
っ
た
。
ナ
メ
ラ
谷
は
下
刈
り
を
嫌
で

行
っ
た
最
後
の
と
き
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

と
こ
ろ
で
ナ
メ
ラ
谷
の
八
合
目
あ
た
り
か
ら
頂
上
に
か

け
て
は
、
小
指
ほ
ど
も
あ
る
ス
ス
ダ
ヶ
が
一
面
に
密
生
し

て
い
た
。
そ
れ
を
毎
年
嫌
で
刈
る
の
は
大
変
だ
か
ら
と
、

笹
枯
ら
し
の
薬
品
を
散
布
し
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ

お
う
と

が
そ
の
日
の
う
ち
に
嘔
吐
や
頭
痛
を
訴
え
る
者
が
続
出
し

た
の
で
、
中
止
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ナ
メ
ラ
谷
の
植
林
は
、
さ
ら
に
続
い
て
四
十
三
年
は
四

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
四
十
四
年
は
十
二
へ
ク
タ
ｉ
ル
を
植

え
つ
け
、
除
地
と
保
残
帯
を
残
す
一
七
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

完
成
し
た
。
四
十
四
年
と
い
え
ば
、
わ
が
国
が
戦
後
に
行

っ
て
い
た
大
規
模
植
林
の
最
後
の
時
期
で
も
あ
っ
て
、
四

十
七
年
ご
ろ
か
ら
は
縮
小
へ
と
急
激
に
向
か
う
の
で
あ

プ
（
》
○

ま
た
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
ゞ
増
え
続
け
て
き
た
外
国
産

材
の
輸
入
が
、
四
十
四
年
に
は
国
内
需
用
の
五
割
を
超
し

た
こ
と
も
記
憶
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
林
業
全
体
に

冬
の
時
代
が
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
。

着
を
脱
ぎ
、
そ
の
太
い
腕
を
見
て
私
は
尋
ね
た
。

「
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
れ
た
ん
で
す
か
」

「
も
の
を
投
げ
る
競
技
で
す
よ
」
と
Ｋ
さ
ん
は
に
や
に

や
し
て
言
っ
た
。
「
競
技
と
い
っ
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
種
目
に
は
な
い
も
の
で
す
け
ど
ね
」

よ
く
聞
い
て
み
る
と
私
よ
り
も
十
歳
ば
か
り
年
若
い
彼

は
、
い
わ
ゆ
る
学
園
紛
争
の
世
代
な
の
で
あ
る
。
私
が
ナ

メ
ラ
谷
で
働
い
て
い
た
四
十
年
代
の
初
め
、
彼
は
反
戦
デ

モ
や
学
園
封
鎖
に
加
わ
っ
て
、
警
察
機
動
隊
に
石
を
投
げ

た
り
し
て
い
た
の
だ
。

午
後
は
林
道
の
途
中
ま
で
引
き
返
し
、
蝉
彫
雌
の
も
う

陰
て
な
し

一
つ
の
支
流
で
あ
る
東
の
川
か
ら
、
果
無
の
尾
根
に
向
か

っ
た
。
林
道
は
東
の
川
の
奥
か
ら
左
に
山
腹
を
巻
き
な
が

ら
、
頂
上
近
く
を
か
す
め
て
通
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尾
根
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
眺
望
が
大
き
く
開
か
れ
て

く
る
。
薄
曇
り
の
秋
空
の
下
、
東
西
か
ら
南
に
わ
た
る
方

角
に
、
大
小
無
数
の
山
々
が
重
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
果

無
山
脈
の
名
に
恥
じ
な
い
光
景
な
の
で
あ
る
。
人
家
や
耕

地
は
全
く
見
え
な
い
。

Ｋ
さ
ん
は
し
ば
し
ば
車
を
止
め
さ
せ
て
、
山
々
の
景
観

を
写
し
ま
く
っ
た
。
そ
れ
は
ナ
メ
ラ
谷
を
舞
台
と
す
る
、

私
の
新
し
い
本
の
表
紙
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
い
に
午
前
中
に
訪
れ
た
小
屋
の
真
上
に
来
た
。
見
下

し
て
み
る
と
、
栃
の
大
木
が
そ
び
え
る
ば
か
り
で
、
小
屋

は
や
は
り
杉
の
植
林
に
隠
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
ナ
メ
ラ
谷
の
全
体
を
も
見
渡
す
こ
と
が
で

り
上
う
せ
ん

き
た
。
小
さ
な
谷
々
も
稜
線
も
尾
根
も
、
私
に
と
っ
て
は

す
べ
て
は
記
憶
に
あ
る
懐
か
し
い
眺
め
で
あ
る
。
こ
こ
に

汗
を
流
し
た
青
春
の
日
々
が
よ
み
が
え
る
の
だ
っ
た
。
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秋
か
ら
冬
に
か
け
て
地
ご
し
ら
え
を
し
、
春
に
な
る
と

植
林
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
前
に
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
作
業
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
侭
癖
雌
の
開
墾
だ
っ
た
。
杉
苗
は
谷
川
に
根
を

つ
け
て
も
よ
い
の
だ
が
、
ナ
メ
ラ
の
中
腹
で
は
谷
川
も
細

く
て
狭
い
の
で
、
桧
苗
も
含
め
て
畑
を
造
成
せ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
私
ど
も
は
架
線
場
の
近
く
の
斜
面
に
、
比
較

的
土
の
深
い
部
分
を
見
つ
け
て
開
墾
を
行
っ
た
。

ま
ず
木
の
枝
や
草
を
焼
き
払
っ
て
命
掘
り
に
か
か
っ

た
。
石
を
除
き
、
木
の
根
っ
こ
を
引
き
起
こ
し
た
。
あ
る

い
は
畑
を
な
る
べ
く
平
た
ん
に
す
る
た
め
に
、
石
垣
も
積

ん
だ
。
お
お
ぜ
い
で
力
を
合
わ
せ
て
や
る
の
だ
が
、
な
に

か
新
鮮
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
、
楽
し
い
仕
事
だ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
の
春
に
は
、
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
新
植

に
、
前
年
度
の
補
植
も
合
わ
せ
て
、
約
二
八
万
本
も
植
え

た
か
ら
、
仮
植
畑
も
さ
ら
に
広
げ
て
二
十
ア
ー
ル
に
も
及

ん
だ
。そ
れ
か
ら
は
苗
の
荷
上
げ
と
仮
植
で
あ
る
。
こ
ん
包
し

た
苗
木
は
、
麓
の
林
道
か
ら
延
長
二
千
メ
ー
ト
ル
の
架
線

に
つ
ら
れ
て
登
っ
て
く
る
。
そ
の
こ
ん
包
を
解
き
、
一
束

二
十
五
本
の
苗
木
も
ほ
ど
い
て
、
根
の
部
分
だ
け
に
土
を

山
峡
の
雷

ナ
メ
ラ
谷
ｌ
栃
の
大
木
の
下
で
凹

宇
江
敏
勝

か
ぶ
せ
る
の
だ
。

く
わ

と
こ
ろ
で
斜
面
の
畑
で
は
、
鍬
は
ど
ち
ら
の
方
向
へ
使

え
ば
よ
い
か
、
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
山
里
の
畑
作

農
家
に
と
っ
て
は
常
識
な
の
だ
が
、
常
に
上
か
ら
下
に
向

か
っ
て
振
る
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
土
は
い
つ
も
ず
り
落

ち
る
か
ら
で
、
そ
れ
を
ま
た
上
へ
か
き
上
げ
る
の
だ
。
そ

の
分
腰
を
深
く
折
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

や
が
て
三
月
半
ば
に
な
る
と
植
付
け
を
始
め
た
。
さ
ら

に
臨
時
の
労
働
者
も
加
わ
っ
て
、
二
十
名
に
も
上
っ
た
。

一
人
一
日
平
均
四
五
○
本
を
ノ
ル
マ
と
し
た
か
ら
、
二
八

万
本
を
植
え
る
に
は
実
働
三
十
日
、
お
よ
そ
五
月
初
め
ま

で
も
か
か
る
仕
事
で
あ
っ
た
。

毎
朝
、
我
々
は
仮
植
畑
に
弁
当
袋
を
職
き
、
午
前
中
に

植
え
る
分
の
苗
木
を
畑
か
ら
取
っ
て
こ
ん
包
し
た
。
四
五

○
本
を
一
荷
で
は
持
ち
き
れ
な
い
か
ら
、
昼
に
は
ま
た
畑

ま
で
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
畑
か
ら
現
場
ま
で
遠
い
所
だ
と

片
道
四
十
分
ほ
ど
も
か
か
っ
て
、
一
日
二
往
復
し
た
の

だ
。
ま
た
植
賃
は
四
十
三
年
度
で
一
本
に
つ
き
七
円
で
、

こ
れ
も
高
度
経
済
成
長
の
お
り
か
ら
、
年
ご
と
に
上
昇
し

た
。
ナ
メ
ラ
谷
の
地
形
は
特
に
険
し
か
っ
た
。
し
か
も
原
生

林
を
皆
伐
し
た
も
の
だ
か
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
山
崩
れ

を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
植
林
は
し
ば
し
ば
崖
を
う
回

し
、
ま
た
急
斜
面
で
は
木
の
株
に
す
が
り
な
が
ら
植
え
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

小
石
の
積
み
重
な
っ
た
ガ
レ
場
に
も
可
能
な
か
ぎ
り
植

え
た
。
石
を
か
き
分
け
、
別
の
場
所
か
ら
ブ
リ
キ
缶
で
土

を
運
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
一
日
に
四
、
五
十
し
か
植
え

ら
れ
な
い
と
き
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
日
当
払
い
の
勘
定
に

な
っ
た
。

三
月
か
ら
四
月
の
初
め
に
か
け
て
は
、
ま
だ
雪
が
舞

い
、
山
々
が
薄
化
粧
を
す
る
日
も
あ
っ
た
。
だ
が
三
月
の

終
わ
り
に
も
な
る
と
、
谷
間
の
ほ
う
に
コ
ブ
シ
の
白
い
花

が
咲
き
、
や
が
て
桜
も
咲
き
、
そ
れ
ら
は
日
ご
と
に
山
腹

を
咲
き
登
っ
て
き
た
。
ま
た
伐
り
荒
さ
れ
崩
れ
て
傷
つ
い

も

た
山
々
に
も
、
木
々
の
新
芽
が
力
強
く
萌
え
は
じ
め
る
。

そ
し
て
気
が
つ
け
ば
、
ウ
グ
イ
ス
も
い
つ
の
ま
に
か
高
ら

か
に
さ
え
ず
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
あ
る
日
は
食
細
見
を
荷
上
げ
す
る
た
め
に
架
線
を

動
か
し
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
連
絡
を
と
っ
て
い
る
と
、

さ
お

突
然
、
カ
ツ
オ
と
れ
る
か
あ
、
お
う
、
い
ま
竿
を
入
れ
た

と
こ
じ
や
、
と
い
っ
た
会
話
が
入
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
百

キ
ロ
ほ
ど
か
な
た
の
紀
伊
半
島
の
沖
合
で
操
業
す
る
漁
師

た
ち
の
声
だ
っ
た
。
我
々
は
さ
っ
そ
く
下
の
機
械
工
場
の

男
に
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
声
を
か
け
て
、
カ
ツ
オ
買
う
て

送
れ
よ
う
、
カ
ツ
オ
を
食
わ
せ
て
く
れ
な
ん
だ
ら
、
も
う
仕

事
や
め
て
山
か
ら
下
り
る
ぞ
、
な
ど
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
る
と
次
の
日
に
は
、
初
ガ
ッ
オ
が
ま
ぶ
し
い
ば
か
り
に

輝
き
な
が
ら
、
山
小
屋
ま
で
登
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。

新
緑
の
六
月
か
ら
は
下
草
刈
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち

I
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喜良市の十二本ヤス リンホフ・スーパーテヒニカ。ニッコール135ミリレンズ。I､ライX

〔曹良市の十二本ヤス〕
所在腎森県北津職郡金木町泌良市。金木営林署国有林内
交通津軽鉄道金木駅よりタクシー（約7km)
大きさ周囲目通5m･樹商20m・樹齢約300年

蓮根の大ケヤキ〕

在山形県東根市大字東根。東根小学校内
通奥羽本線天童駅よりバス40分

きさ周囲目通12.6m・樹高35m・樹齢推定1000年。
国指定天然記念物

１

き

嘩
所
交
大

き
ら
い
ち

釧
喜
良
市
の
十
二
本
ヤ
ス
ー
天
を
突
く
十
二
本
の
巨

枝「
籍
・
譜
」
漁
具
の
一
種
。
長
い
柄
の
先
端
に
数
本
に

分
か
れ
た
、
と
が
っ
た
鉄
製
の
物
を
取
り
付
け
、
水
中
の

魚
介
を
刺
し
て
捕
え
る
具
。
私
の
手
も
と
に
あ
る
辞
書
に

は
「
ヤ
ス
」
を
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
少
年
の
こ
ろ
、
渓
流
や
小
川
で
鉄
製
の
ヤ
ス

で
カ
ジ
カ
や
小
魚
を
突
い
て
遊
ん
だ
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

ヒ
バ
の
よ
う
な
針
葉
樹
は
、
主
幹
が
一
本
、
ス
ッ
ク
と
天

を
指
し
て
伸
び
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
十
二
本
ヤ

ス
に
は
主
幹
が
な
く
、
十
数
本
の
枝
が
あ
た
か
も
主
幹
の

よ
う
に
ま
つ
す
ぐ
に
伸
び
て
一
本
の
樹
形
を
成
し
て
い

う
（
》
。

だ
れ
が
名
付
け
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
「
名
は
体
を
表

す
」
の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
ま
こ
と
に
適
切
な
表
現
で

あ
る
。

思
う
に
、
雪
か
、
そ
の
他
の
気
象
の
関
係
で
、
あ
る
と

き
主
幹
を
失
っ
た
が
、
ず
ば
抜
け
て
生
命
力
の
強
か
っ
た

こ
の
ヒ
バ
は
、
幹
の
周
辺
か
ら
直
立
の
枝
を
伸
ば
し
て
今

日
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
種
の
暴
れ
木
で
も
あ
る
こ
の
よ
う
な
木
を
、
「
役
立

た
ず
の
木
」
と
呼
ぶ
先
生
も
い
る
。
日
本
に
現
存
す
る
古

樹
に
は
、
こ
の
十
二
本
ヤ
ス
の
よ
う
な
形
状
を
し
た
木
々

が
し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
る
。
私
も
一
理
あ
る
言
と
思
っ
て

い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
木
は
伐
採
技
術
も
難
し
く
、
何
よ

い
ふ
き
こ
り

り
も
他
を
圧
す
る
異
形
に
畏
怖
し
、
樵
た
ち
も
御
神
木
と

し
て
祭
り
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヒ
バ
の

元
祖
の
よ
う
な
木
で
あ
る
。
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東
根
の
大
ゲ
ヤ
キ

私
の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
・
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
三
○
○
ミ
リ
レ
ン
ズ
．
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

4

羽
東
根
の
大
ゲ
ヤ
キ
ー
カ
ブ
ト
ム
シ
の
化
身

地
元
の
人
た
ち
が
、
「
日
本
一
の
大
ゲ
ャ
キ
」
と
言
っ

て
は
ば
か
ら
な
い
本
樹
は
、
東
根
小
学
校
の
玄
関
前
に
あ

テ
（
》
◎

十
年
ば
か
り
前
の
五
月
、
東
北
の
春
は
ま
だ
浅
く
、
芽

吹
い
て
間
も
な
い
浅
黄
色
の
小
さ
な
葉
が
、
巨
大
な
枝
幹

か
ら
出
て
い
る
無
数
の
繊
細
な
枝
々
を
飾
っ
て
い
た
。
校

庭
で
戯
れ
て
い
る
小
学
生
た
ち
の
さ
ん
ざ
め
き
の
声
と
、

ぴ
っ
た
り
マ
ッ
チ
し
て
さ
わ
や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
た
。

三
脚
に
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
し
、
し
ば
ら
く
観
察
し
て
い

る
う
ち
に
、
私
は
内
心
ギ
ョ
ッ
と
し
た
。
巨
大
な
角
を
振

り
か
ざ
し
た
カ
ブ
ト
ム
シ
が
レ
ン
ズ
を
に
ら
ん
で
い
る
で

は
な
い
か
。
い
さ
さ
か
私
は
あ
わ
て
て
い
た
。
と
同
時
に
、

こ
れ
だ
っ
″
と
と
っ
さ
に
視
点
が
決
ま
っ
た
。

小
学
校
の
敷
地
は
、
鎌
倉
期
の
武
将
が
築
い
た
小
田
島

城
本
丸
跡
と
い
わ
れ
、
本
樹
は
そ
の
庭
園
に
植
え
ら
れ
た

も
の
と
い
う
。
以
前
に
は
十
八
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
離
れ
て

燈
ら
つ
き
唯
唯
つ
か

も
う
一
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
雄
槻
」
「
雌
槻
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
雌
槻
は
明
治
十
八
年
に
枯
死
し
た
と
い

や
つ
。

太
古
の
関
東
以
西
は
、
シ
イ
、
カ
シ
、
ク
ス
な
ど
の
照

葉
樹
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ナ
ラ
や
ク
ヌ

ギ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
も
交
じ
っ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
現
在
、
関
西
に
ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
少
な
い
の
は
、

神
社
仏
閣
、
あ
る
い
は
城
郭
な
ど
の
建
築
材
と
し
て
古
く

か
ら
使
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
形
県
に
は
国
指
定
の
ケ
ヤ
キ
天
然
記
念
樹
が
四
本
あ

プ
つ
ｂ
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製造エ程

行李 ＞＜

罰
も１

｜
仕
上
げ
一

一
縁
掛
け
一

一
漂
白
一

一
整
形
一

一
縫
い
止
め
一

一
山
お
こ
し
一

一
肩
切
り
一

一
鵜
み
一

一
折
本
一

一
差
し
一

一
弓
糸
一

一
水
つ
け
一

一
乾
燦
一

一
皮
む
き
一

一
仮
さ
し
一
卜備必

かご ＞＜

｜
縁
組
み
一

一
側
編
み
一

一
底
編
み
一

一
水
つ
け
一

一
面
取
り
一

一
膝
引
き
一

一
柳
割
り
一野

｜
少
評
趣
締
蓉 遍

一
仕
上
げ
一

一
塗
装
一

一
下
染
め
一

一
漂
白
一

・
取
っ
手

ふ
た
編
み

｜
｜
I

で
あ
る
が
、
史
実
的
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

は
じ
め
は
上
層
階
級
で
使
う
衣
裳
入
れ
、
文
箱
、

小
物
入
れ
な
ど
が
主
で
、
他
に
各
自
が
日
常
用
い
る

容
器
類
、
つ
る
べ
、
傘
な
ど
も
作
ら
れ
て
い
た
。
代

表
的
な
柳
行
李
は
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
、
森

津
（
現
在
の
豊
岡
市
内
）
の
成
田
庄
吉
が
初
め
て
作

っ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
正
保
二
年
（
一
六
四

五
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
毛
吹
草
』
に
、
但
馬
の
名
産

》
』
一
ｈ
秒

と
し
て
「
柳
籠
履
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
産
業

は
、
は
じ
め
は
限
ら
れ
た
村
に
お
け
る
細
々
と
し
た

▲
沖
少

手
工
業
で
あ
っ
た
が
、
大
阪
の
市
場
と
結
び
つ
い
て

順
調
に
発
達
し
た
。
ま
た
、
豊
岡
藩
主
が
保
護
奨
励

し
、
技
術
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
に
努
め
た
こ
と
も
、

独
特
の
産
業
と
し
て
発
展
し
た
要
因
で
あ
る
。
柳
行

》
藍
フ
函
り

李
は
、
宝
暦
の
こ
ろ
（
一
七
六
一
）
に
は
「
骨
柳
」

と
書
い
て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
初
年
ま
で
用
い
ら
れ

て
い
た
。
文
化
年
間
（
一
八
○
四
’
一
八
）
に
生
産

さ
れ
た
行
李
は
、
永
尺
（
標
準
も
の
）
、
大
荷
行
李
、

か
み
し
も

大
馬
行
李
、
上
下
行
李
、
進
物
行
李
、
飯
行
李
、
七

寸
行
李
、
尺
荷
行
李
な
ど
各
種
に
及
ん
で
い
る
。
明

治
初
め
の
統
計
に
よ
る
と
、
飯
行
李
が
最
も
多
く
、

次
い
で
荷
行
李
、
張
行
李
、
文
庫
、
上
下
行
李
な
ど

の
順
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
後
は
、
東
欧
の

妃
柳
製
品
に
劣
ら
ず
、
海
外
で
も
好
評
を
博
し
て
い

た
。原
材
料
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、
藤
、
麻

糸
。
製
造
技
術
材
料
は
、
二
つ
折
り
に
し
た
メ
ダ
ケ
に

は

杷
柳
の
枝
を
挟
ん
で
手
前
に
引
い
て
皮
を
剥
ぎ
、
川

の
流
れ
で
ア
ク
を
取
っ
て
天
日
で
乾
燥
し
て
作
る
。

行
李
の
加
工
工
程
は
、
生
地
編
み
と
縁
掛
け
に
分
か

れ
る
。
生
地
編
み
は
、
竹
弓
、
板
形
、
板
盤
、
金
槌
、

包
丁
、
喰
上
げ
、
鋏
と
い
っ
た
幾
つ
か
の
簡
単
な
道

具
を
使
っ
て
麻
糸
で
編
む
が
、
ま
ず
弓
に
二
本
の
麻

糸
を
張
り
、
行
李
の
大
き
さ
に
し
た
が
っ
て
所
用
の

長
さ
に
し
た
材
料
（
あ
ら
か
じ
め
一
時
間
以
上
水
に

つ
け
て
お
く
）
を
左
右
交
互
に
入
れ
る
。
こ
の
と
き

二
本
の
麻
糸
は
行
李
の
中
心
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

こ
れ
を
板
盤
の
上
に
の
せ
て
、
半
分
ず
つ
交
互
に
指

で
押
さ
え
、
材
料
の
間
に
麻
糸
を
通
し
て
、
締
め
な

が
ら
十
字
形
に
編
み
上
げ
る
。
肩
の
部
分
を
包
丁
で

切
り
そ
ろ
え
、
箱
の
状
態
に
曲
げ
て
起
こ
す
。
四
隅

を
麻
糸
で
縫
っ
て
止
め
、
桟
木
を
左
右
に
入
れ
て
形

を
整
え
る
。
こ
れ
を
漂
白
し
て
か
ら
縁
掛
け
を
す

る
。
縁
掛
け
は
、
行
李
の
縁
に
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の
皮

の
部
分
で
作
っ
た
縁
竹
を
は
め
、
朧
で
巻
い
て
止
め

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
身
と
ふ
た
と
別
に
作
る
。
行

李
以
外
の
も
の
で
塗
装
す
る
場
合
は
、
戦
前
ま
で
は

漆
を
塗
っ
て
い
た
が
、
戦
後
は
、
塩
基
性
染
料
で
下

染
め
し
た
後
、
ク
リ
ャ
ラ
ッ
カ
ー
を
塗
っ
て
い
る
。

生
産
地
挫
岡
市
、
出
石
町
、
日
高
町
、
八
鹿
町

生
産
規
模
○
企
業
数
二
十
二

従
業
者
数
二
○
人

○
年
生
産
額
五
億
八
一
○
○
万
円

組
合
○
兵
庫
県
紀
柳
製
品
協
同
組
合
〔
〒
六
六
八

兵
庫
県
豊
岡
市
大
磯
町
五
’
一
二
電
話

（
○
七
九
六
二
）
三
－
三
二
二
一
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
品
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

▲1口

画一鰯L＝‐ 鋸一”』

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

！“’灘閃.1

段陣

■筑職
一q

l

H

ｆ

日

島
懇
０

蝉
》
蝿
》
〆
一
過
恥
侭

噺
》

鼎ｺー

観
照
『
噛
峨
蹴
譲
犀
縢
厳
園
圏
膵
ｒ
・

，
ｌ
‐
Ｉ
出
間
四
画
ｌ
』
■
■
ｌ
■

、卿

脳

聾

邑一

『申郡一J1“堅画、

豊岡紀柳製品14.

竹
を
は
じ
め
と
し
て
藤
、
経
木
、
藤
、
あ
け
ぴ
、

麦
わ
ら
、
柳
な
ど
を
編
ん
で
作
っ
た
も
の
を
編
組
品

と
呼
ん
で
い
る
。
ざ
る
や
か
ご
が
主
体
で
あ
る
が
、

ご
う
り

衣
類
の
保
管
や
輸
送
に
用
い
る
入
れ
物
に
行
李
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
竹
や
柳
で
作
っ
て
い
る
。
行
李
を

作
る
柳
は
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
が
使
わ
れ
る
。
漢
字
で
は
普

通
「
杷
柳
」
と
書
く
が
、
本
当
の
杷
柳
は
中
国
産
の

別
種
の
も
の
で
あ
る
。
柳
行
李
で
有
名
な
こ
と
か
ら

「
行
李
柳
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

き
り
ゆ
う

杷
柳
は
、
材
質
が
滑
ら
か
で
白
く
、
光
沢
が
あ
っ

て
耐
久
性
、
柔
軟
性
に
優
れ
て
い
る
。
弁
当
か
ご
は

水
分
の
切
れ
が
よ
く
、
持
ち
歩
い
て
も
ご
飯
が
傷
ま

ず
、
ご
飯
の
味
が
よ
い
と
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
バ
ス

ケ
ッ
ト
類
は
一
時
化
学
製
品
に
押
さ
れ
て
い
た
が
、

近
年
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
と
し
て
、
逐
次
需
要
が
増

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

紀
柳
製
品
は
、
現
在
、
兵
庫
県
の
ほ
か
長
野
県

（
中
野
市
）
、
岐
阜
県
（
穂
積
町
）
、
宮
崎
県
（
宮
崎

市
）
で
も
作
ら
れ
て
い
る
が
、
兵
庫
県
の
但
馬
地
方

が
最
も
盛
ん
で
、
全
国
産
業
の
約
九
○
％
を
占
め
て

い
る
。

種
類
行
李
、
か
ご
類
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン

ク
、
カ
バ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
。

沿
革
但
馬
の
杷
柳
細
工
は
、
垂
仁
天
皇
の
三
年
、

し
ら
ぎ

新
羅
の
王
子
で
日
本
に
帰
化
し
、
但
馬
の
国
を
開
い

あ
め
の
ひ
ぽ
こ
の
み
こ
と

た
天
日
槍
命
の
伝
授
に
よ
る
と
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
正
倉
院
の
御
物
の
中
に
但
馬
国
産
の
柳
箱
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
古
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
は
確
か
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考えられるものがある。また，特

に，林業分野は社会経済に対する短

期的な効果が十分期待できないた

め，高い優先度をもって要請されに

くい傾向がある。このため，当該国

における経済事情，林業行政組織，

技術水準等の調査のほか，協力の有

効性，協力を実施するうえでの問題

点等に関し調査を実施し，当該国に

とって優先的に協力が必要とされる

分野を発掘するとともに，有効な協

力手法について検討する。事業は，

予備調査および事前調査に区分され

る。

予備洲査：開発途上国において協

力を必要としている分野，協力の効

果，実施効果に関し，複数国を対象

として現地調査を行い，ニーズに合

ったプロジェクト形成に必要な情報

収集を行う。

事前調査：複数国を対象として行

農材鵜

62年度新規事業,海外林業開発

事業事前調査事業の概要

熱帯林を中心とする世界の森林資

源の急速な減少は，木材供給力の低

下，土域の流失や土砂の崩壊および

砂漠化の進行による腿業生産力の低

下をもたらし，地域住民の生活を不

安定にしているばかりでなく，徴重

な遺伝資源の喪失，潔境の悪化等地

球規棋での悪影緋が懸念されてい

る。このようななか，開発球ﾄ園の

森林保全への協力要諦は高まり，林

業技術先進国であるわが国として

も，林業協力事業の稜極的，効果的

な推進を図る必要がある。こうした

状況に適正に対応するため，62年度

から新たに「海外林業開発事業事前

調査事業」が実施されることとなっ

ている。

1．事業の内容

わが国の対外援助は開発途上国内

で淵躯され，高い優先度をもって要

諦された案件について実施されてい

るところであるが，当該国において

優先的に実施すべき分野等について

の調査能力に不足が見られることか

ら，要請された協力分野の中には将

来の発展のために最短距離にないと

I

低下し続ける国内

総生産に占める林

業の割合

|葱篭熱識識灘雛溌議翻懸剰

％
生
産
林
業
所
得
等
の
推
移

餌旦
一

0．9
1

内韓生歳に占める

10．0”

1
0．8

１
１
１
１
１

近年，木材需要は停滞しており，

林業は厳しい状況の下にあるといわ

れているが，その様子を林業所得の

推移に注目して見てみることにす

る。

農林水産省の「生産林業所得統

計」によって昭和46年以降の林業

所得の動きを見ると，増加傾向にあ

った林業所得は，鋪一次石油危機を

契機として，横ばいないしは漸減傾

向に娠じており（木材価絡が急鵬し

た昭和54,55年を除く)，昭和60

年の生産林業所得は，前年に比べ4

影減少して6,538億円となってい

る。

これを木材生産部門と特用林産部

門に分けてみると，木材生産所得は

前年に比べ3％減少して5,218億

国
内
鋸
生
産
に
占
め
る
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4 5卵5560年

経済企画庁細ぺ，典林水産省「生産*徴所得統計」

1）木材生産所得とは，用材の生産によって得られる所得で

あり，成長の過程における林木資産の増加分は含まない

2）特用林産物生産所得とは，薪炭生産，栽培きのこ生産，

林野副産物採取によって得られる所得である

3）「生産林業所得統計」は46年以降行われている

盗料

注

』

林業技術No.5421987.5



35

った現地調査から得られた情報を

もとに，政策的な緊急性および優

先順位等を検討し，具体的な協力

の手法，技術的問題点等に関し，

重点国において調査を行う。

2．事業実施主体･-…海外林業

コンサルタンツ協会

3．62年度予算額･－537万円

62年度以降毎年実施を予定し

ている。

現在，世界的に森林・林業にか

かわる問題に対する認識が高まっ

ているが，問題解決に必要とされ

る資金は，十分とはいわれていな

い。そのため，限られた資金を効

果的に使い，かつ十分な協力成果

を得るために，本事業の実施は時

宜を得たものであり，わが国海外

林業溌力の種極的，効果的推進に

寄与するものといえる。
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滞政時代の境界石（行者杉林内にて）

福岡県朝倉郡小石原村の宿平国有彦山に入山する修験者たちが豊前と言
ざ ようじやすぎ三

林内に「行者杉」と呼ばれるスギ林の境界であるこの地で，ミソギした三B‐ ‐1二：ィP卜1.コw←01昨曰'1シ』《－．可~V隼4しつ〆、ー『″ト哩鎚クトー”勺ｰし』山L，、ノー1一しノー三

円，また，一貫して増加傾向にあっ言iがある。林齢200～500年を数えるときに，信仰上の理由から行者堂付言
目 ＝

た特用林産物生産所得も，秋からの冒老大木群で，学術参考保謹林となっ近に奉納植栽したものと伝えられ言
冒 三

円高の進行に伴う乾しいたけ価格の弓ている。昭和29年，九州大学農学る」としている。朝倉郡公民館編の三
三 ＝

下落等から7％減少して1,320億円二部森林経理学教室の調査によれば，『朝倉風土記』（昭和37年刊）には冒
三 えん言

となっている。三面積4.85ha,本数560本，胸高直「役の行者，行堂の辻なり。彦山山冒
二 ＝

また，経済企画庁の「国民経済計冒径平均92.5cm,樹高平均38.6m,伏入峯の時，堂所に来り勤行す。大言
三 ＝

算年報」によって国内総生産に占め冒単木材積13.61npとなっている。最杉多し」とあり，行者堂の前には柴冒
三 三

る林業の割合について見ると，昭和冒大の胸高直径(2.58m)をもつスギ宿，香水（方3尺，深3尺の井戸）三
三 三

48年には0.84％であった林業のシ言は「大王杉」（ニックネーム行者があるとの古記も紹介している。二
三 これより三

エアは，以降低下し続け，昭和60=の父)，第2位のものは「霊験杉」大木が林立している一隅に「従是冒
＝ 三

年には0.20％となっている。これ言q了者の母)，また，最高の樹高の西筑前領｣，「従是東豊前領」と記し三
＝

言

は，国内総生産が，この間伸び続けヨスギ(59m)は「雲竜杉｣(あしながた境界石が2本並んで立っている。三
三i 三

114兆円から315兆円へと増加してヨおじさん）と名づけられて，訪れる筑前領(黒田藩),豊前領(小笠原諭三
三 皇

いるのに対し，林業所得は逆に減少言人に親しまれているo黒田辿夫氏のの両国の境石で，かつては約27mg
雪 雪

しているためである。言調査によれば，昭和58年，日田市ごとに立っていたという。現在では三
三

かつてのような木材価格の大幅な･薑に全国から集まった木材業者が｢大国有林と民有林の境界石となってい言
上昇が望めない今日，林業が国民経三王杉」を評価したところ5,750万円る。黒田藩の山方法令には「上座郡三
三 ＝

済の中で一産業としての地位を確保三の値がついたという（『銘木史』)。小石原村行者堂大木の杉，御用に不二
＝ ＝

していくためには，国民のニーズに三それにしても見事な森林である。伐取候て難叶節は，伺之上御聞通り言
＝ 三

応じた新たな商品の開発を進めると菫この行者杉の成立について,日田相済,切取候事｣佳暦10年,1760)言
ともに,森林という優れた環境を生言営林署のパンフレットには｢往時，とある。境界林として重要視されて三

三ひこさんいんせい＝

かしてサービス産業への進出を図る言英彦山が修験道場として般盛をきわいたのである。（耐馳夫）三
三 三

ことも必要と考えられる。三め，鎌倉時代以降，筑前方面より英三
三 三

I－ ，罰ⅡⅢⅢ111111ⅡIⅡⅡⅡlⅡlⅡ11ⅡlⅡIⅡⅡⅡ11ⅡI川11Ⅱ11Ⅱ11ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡlⅡⅡⅡⅡⅡ111ⅡI1IIIIIIIIII1Ⅱ11川Ⅱ111ⅡlⅡⅡ11|ⅡⅡⅡⅡ川ⅡⅡ111Ⅱ川ⅡⅡⅡ1Ⅱ11ⅡⅡⅡⅡ1111ⅡI川IIlIlF
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腿業を営む者にとって風害は，古

い時代から大きな問題であった。こ

の風害には，強風・潮風・フェーン

風・寒風・風食・飛砂・冷風害等が

あり，それらを防止するために，ま

た場合によっては冷害・東霜害・干

害を防止するために，防風林が利用

されてきた｡第二次大戦後には,“食

轍増産”は至上命令となり，防風林

の造成が盛んに行われた。それを契

磯として，防風林の機能と効果に関

する調査研究が1950～60年代に各

方面で活発に行われ，相当の成果を

上げた。その後，農業の近代化の名

のもとに，また1970年代の好適気

象に恵まれて被害の少なかったこと

も手伝って，防風林が伐採された所

も少なくない。しかるに近年の異常

気象の頻発によって，再び防風林を

含めた防風施設の有効性が見直され

るようになった。ところが一度伐採

昭和61年度林業白瞥を見ても日

本林業をめぐる環境は相変わらず厳

しい。経済の国際化に伴い産業椛造

の再編が進展する中で，わが国の農

林業は埜礎紫材産業と同様に産業と

しての存立がますます困難な立場に

立たされてきている。米の輸入自由

化，木材におけるMOSS協議等諸

外国からの市場解放の要請は，比較

生産性において低位にあるわが国の

腿林業の産業としての存立基盤を徐

徐に掘り崩しつつあるともいえよ

つo

しかしながら，このようなマクロ

な世界経済化を促進する経済合理主

義にいつしか人々は不安や疑念を抱

き始めてきている。市場経済の国際

化は，自然，ふるさと，ゆとりとい

った人間が人間らしく生きるうえで

必要な諸資源や文化を維持し発展さ

せることには必ずしもつながらな

い。やむことのない経済合理主義は

産業の空洞化等を通じて社会描造を

大きく変化させることになる。経済

された防風林・垣は短期間に生長

して織瞳を果たすには至らないなど

の理由で，最近では，例えば北海道

の冷害（冷風害）防止用に防風ネッ

ト（網）が急速に普及しているよう

に，防風施設が多様化してきた。

このような状況に対応すべく現

在，農林水産省構造改善局では防風

施設(防風林・防風垣・防風網)の計

画基準鮨針)の作成を行っており，

62年度中に完成の予定であるが，本

書はまずその計画指針の解説書とし

て大いに役立つ。また，本書から一

般的な気象の知識を得ることもでき

る一方，本書の目的である風害と防

風施設について詳しい知識を会得で

きる。

本書の内容は次のとおりである。

1.風の特性，Ⅱ、風害と防止法，

Ⅲ、防風施設の機能と効果，Ⅳ、防

風施設の設定に関する調査,V.防

合理主義がもたらすであろう不透明

な将来の文化，文明に人々はいつし

か不安を抱き始めてきているのであ

る。

本書は，「ふるさと情報センター」

によるアンケート調査結果から，上

記のような経済の動きの中で，都会

生活者の自然志向の根深さ等の事実

を確認したことを契機として企画さ

れたという。本書は12章より構成

されている。本書を貫く視点は，国

際化する日本経涛多様化・高度化

する国民の価値感，そんな時代の潮

流の中で，農林業がこれまで日本人

の精神形成や社会経済に果たしてき

た役割および将来における役割を再

検討したうえで，21世紀に向けて

農林業および農山村はどうあるべき

か，その手がかりを読者に提供する

ことにあるようだ。すなわち，農林

業を単に経済合理性からとらえるべ

きではないという基本的な視点に立

ちつつ，同時に農林業側からの新た

な時代への対応の必要性とその萌芽



風施設の作製方法（計画・設計・施

工・維持管理),Ⅵ.防風施設・風害

の実態調査事例

本書は農業（気象）の専門家，防

風施設の計画・設計・施工関係者を

主な対象として書かれたものである

力蛍，林学特に森林防災・立地環境分

野を専攻する大学生・院生，風害と

か防風施設に関心のある試験場・大

学の研究者，行政関係者，さらには

専門技術員，改良普及員，篤農家の

方々の参考書として有益と思われる

ので，是非一読されることをお勧め

したい。なお著者は大学（院）で農

業気象学を修め，農業技術研究所

（現農業環境技術研究所）に奉職後

は，農業と風にかかわる研究と学会

活動を精力的に行っている代表的研

究者である。

（林業試験場防災第一研究室長・

工藤哲也）

の具体的事例を提示してくれてい

る。例えば，農林業はこれまでのよ

うに食料，木材等を供給する第1次

産業にとどまるのではなく，バイテ

ク等の先端技術の適用による2次産

業化，国民にやすらぎの場を提供す

る3次産業，文化・教育の原点とし

ての4次産業へと高次元・多次元化

していくことの必要性等についてで

ある。

日本林業は経済の国際化のもとで

厳しい環境下にあり，その将来はま

すます不透明になりつつある。その

将来像を開くためのヒントが本書の

中にちりばめられているように思

う。

（林業試験場経営研究室長・坂口精吾）
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産業構造の変貌と林業の問題点

昭和61年から日本産業の構造的

変貌が，急速に顕在化してきた。第

1次，第2次，第3次の産業大枠組

において，総生産に占めるそれぞれ

の比重が激変しつつあると，推測さ

れることである。第2次大戦後，第

1次および第2次産業は経済が復興

段階から高度成長へ進展する過程で

拡大し，海外からの技術導入によっ

て発展した。そして，わが国の経済

政策は国際分業論を掲げて，輸出貿

易立国へと変身した。以上の経過に

おいて，工業分野では大慨牛嘩なら

びに技術革新による新製品生産と労

働生産性の向上のための大型設備投

資が盛行し，国は臨海地帯を主とす

る新工場立地造成などの産業埜継蕊

備投資を続行した。これに伴って大

きな労働需要が生まれ，結果として

人口の集中化と労働賃金水準が上昇

することになった。

そして現状は，石炭産業は石油に

圧倒され，造船産業は世界的船腹過

剰と中進国の進出によって衰退し，

鉄鋼産業もまた中進国の追い上げに

苦しんでおり，かつての国の埜幹産

業は不況産業となっている。さら

に，漁業は各国の専管水域設定によ

って漁場を狭められ，農業は農産物

市場開放の要求に圧迫されている。

これらは，漁業を除くほかいずれも

生産コス1，の国際競争力塑失を主要

原因の一つとしている。

このような状況は，人口の集中化

を加速し，過疎地域を全国的に拡大

する可能性があるが，一方，人口集

中地域においては，賃金水準の_上昇

と相まって巨大消費市場が出現し

た。このことは，金融，通信悩報，

教育，交通関係を含む流通サービス

分野を拡大し，第3次産業を飛躍的

に発展させた。

以上の推移の中で林業は，高度経

済成長に至る間，建築土木はもちろ

ん，燃料，交通通信資材，紙パルプ

原料，坑木など産業用資材と国民生

活全般にわたる基礎素材の供給部門

として，木材の供給増大と森林資源

造成を国策的に要請され，重要視さ

れたのであるが，奥地化による伐出

条件の劣化と，労働力の減少ならび

に労賃上昇による生産コストの高騰

による木材市場価格値上り傾向は，

輸入材のシェアーを広げることにな

った。

この対応策として，作業機械化

が急務であるとして，作業方法の改

善や作業機械の開発や導入のため

に，林業分野が全力を挙げて努力し

た時期があった。しかし，それも実

効を収め得ぬまま~ド火となり，国産

材は国際競争力を失って，木材市場

価格の形成は輸入材主導となってい

るばかりでなく，伐採跡の未造林地

が増加傾向をたどる可能性さえあ

る。

このままの状況で推移するなら

ば，国内の林業経営可能地域は国公

有と民有を問わず縮小し，やがて他

の1次産業と同様に，林業も衰退す

ることになる。その原因となる最大

の問題点は，林業における低労働生

産’性である。しかし，多数の炭鉱が

閉鎖された現在，森林は日本に残さ

れた唯一の資源であるといって過言

ではない。したがって，その衰退を

阻止するため労働生産性を向上さ

せ，国産材の国|際競争力を独得する

ことこそ林業の最重要課題といえ

る。(M.N)

(との棚は編集婆員が担当しています）

林蕊技術No5421987.5



木質飼料の製造に関する研究

(第3報)－蒸煮による抽出と

消化性の影響

北海道・林産試斎藤直人ほか

林産試験場報No.421

1987年3月p.18～22

副産物の有効利用に関する基礎盗

料を得る目的で蒸煮条件と副産物の

質，量的関係を検討している。さら

に，蒸煮飼料のアルカリ処理で消化

性の向_上が観察され，その経過も報

告されている。

シラカンバチッフ°を蒸煮し，その

木粉を用いて熱水，アルカリで逐次

抽出して検討し，以下の結果を得

た。

1)熱水抽出することで，蒸煮水粉

当たり20％の単糖，オリゴ糖を得

た。その残さの糖化率は，70％から

55％に変化した。

2)アルカリ処理によって，蒸煮リ

グニンの可溶と処理残さの消化性が

向上した。

3)蒸煮飼料の後処理に，1％尿素

添加水酸化ナトリウム水溶液を用い

ると，高収率・高消化性飼料に加工

できる。

ドロノキの土壌耐乾性クローン

の選抜

王子製紙・育種研千葉茂ほか

北海道の林木育種29－2

1987年3月p.1～5

ドロノキの土域のやや乾いた所で

もよく生長するクローンの育成を目

的に，人為的に土壊水分を変えた条

件でサシキ苗の生長を比較した。

林業技術No.5421987.5

乾区（プラスチック網箱）と潤区

（発泡ポリエチレン箱）を設け，7

月中旬から10月中旬まで約3カ月

間水分調節を行ったが，この際テン

ションメーターの水銀柱目盛によ

り，乾区と潤区の水分を読み取り，

目標値に達した時点で潅水する方法

をとった。この方法により，乾区は

淵区に比べて42～46％の生長抑制

になり，クローン差が-|-分に現れ

た。耐乾性の指標として乾区対澗区

の生長比により選抜を行ったが，全

部で（予備試験，野性種選抜および

龍2次育成クローン）129クローン

中21クローンを選抜した。なお，

実地検定により土地の肥沃度等とも

合わせて適応性を検定する必要があ

る。

水源地帯における水文現象の比

較について(1)－幼齢林と壮齢

林の場合

岩手大農石井正典

水利科学No.174

1987年4月Po54～70

森林は種々の理水機能（雨量の増

加，降水の遮断，雨・雪水の地表流

出緩和，土壌の浸透能の強化ならび

に維持，土中水分の蒸散，地面蒸発

の抑制，融雪の遅延，積雪の仕方を

変える等）を有している。ここで

は，そのうち降水の遮断および土中

水分の蒸散に関する機能が，林相に

よってどの程度影響を及ぼすかを幼

齢林地と壮齢林地について比較検討

している。

幼齢林地の蒸発散量はHAMON

式の蒸発散能より1～2割小さく，

また壮齢林地では1～2割多い。土

壌水分の比較については，壮齢林地

の土壌は幼齢林地に較べて乾燥する

期間が長く，土壌水分の差が比較的

大きい期間は8月から1月までであ

る。このように，季節的変化に極め

て特徴的な成果が得られたとしてい

る。

法面への簡易木本導入法

，林試・北海道支場北原曜

北方林業39－4

1987年4月P､4～8

法面侵食の実態とその排土経徴を

示し，そのうえで自然力を利用した

安価で簡易な木本導入法の試験結果

を述べている。

3つの工法の特徴を述べると，

シラカンバ種子吹付工法：被度が

高く侵食をよく抑え，凍上融解侵食

を極めて低く抑えることができる。

シラカンバの種子の確保が難しいと

いう問題があるが，砂質の過度の乾

燥地や過湿地以外では有効である。

埋土種子活用工法：上の工法より

被度がやや落ちるが，その他はだい

たい同じである。種子の確保が必要

ないだけ簡易である。発芽に要する

水分と生育のための肥料があれば，

木本緑化は困難ではない。

そだ伏工法：上の2つに比べ，侵

食土砂量の軽減はそれほど期待でき

ないが，非常に簡易でありながら効

果的である。



中部ヨーロッパにおける森林の

衰退

農林水産技術会議森川靖

山林No.1234

1987年3月p.33～38

海外調査に基づいて，中部ヨーロ

ッパの森林の衰退の現状ならびにそ

の原因についての諸説が説明されて

いる。

以下，衰退の特徴，樹種別の被害

の特徴，衰退の原因等が述べられて

いる。1980年ごろにドイツの南部

でこれまでにない衰退現象が見られ

たのが始まりであり，その特徴は生

長量の低下，組織の異常生長，水ス

トレスなどに分けられている。衰退

の原因は，酸性化一アルミニウム害

説，オゾン説，マグネシウム欠乏

説，ストレス説，過剰栄養説など諸

説があるが，その原因はまだよくわ

かっていない。結局，人間の健康管

理におけるような総合的診断技術の

確立が必要であるとしている。

水資源に関する世論調査

国土庁・水資源部

水利科学No.174

.1987年4月p.108～117

本調査は総理府により，昭和61

年8月に実施された。水供給に対す

る意識，水道に対する意識，親水空

間(水遊び場や水と親しめる場所)や

政府等に対する要望等についての調

査結果とその分析・考察が述べられ

ている。〔調査は，面接聴取・無作

為抽出・20歳以上・3,000人を対象

（有効回収率80.2％)〕。

「水の貴重さ」については広く認

識されているが，水不足への懸念，

水質や親水空間の確保の要請も多く

なってきている。水の安定供給への

コスl､負担や水源地域との連携につ

いては，過半の人（6割）が理解を

示している。

一方，今回の調査では，地域間・

都市規摸間の格差より，年齢層によ

る認識・意識の差異が大きくなって

いることが指摘されている。

選木育林と早期仕上げ間伐

徳島県・杉山宰

山林No.1235

1987年4月p.19～25

間伐，枝打ちの普及手段として，

地元で開発された選木育林施業方法

が紹介されている。

間伐が遅れる主たる原因として，

材価のほかに林木への愛着心（伐り

惜しみ）と不良木ねらいの選木をあ

げ，そのため間伐率が一段と低くな

ることを指摘している。そこで，消

極的な弱度間伐から脱皮して，思い

切った間伐を進める手段として選木

育林を行う。すなわち，まず残して

いく良い木のほうを選木し，それを

大径木生産目標木として白ペンキの

印づけをし，それ以外の無印木をす

べて間伐予定木とする。以下，選木

育林とその利点，選木育林・早期仕

上げ間伐（スギ)，簡易立木本数測

定法が述べられている力武，25年生

前後（スギ）で間伐を終了するとい

う積極的間伐方法である。

背負子の改良と木登り作業を容

易にするための方策について

長野・藪原営林署岩原健一ほか

機械化林業No.400

1987年3月P､52～56

集材線の架設作業にとって必需品

となっている背負子を改良し，また

測棹を利用して，高所作業を安全か

つ効率的に進めることに成功した。

従来の背負子は幅が広すぎ，横棒

も上下2本であったが，幅を縮小し

(8cm)足掛用として新たに2本機

39

棒を補強した。したがって，背負子

を2つ組み合わせて小型ハシゴとし

て代用(3個を限度として)できる。

さらに，元柱・先柱等高い箇所で作

業を行う場合の木登りには，測棹を

利用する。すなわち，測棹の頭部を

工夫してリードロープを設け，その

先端に取り付けブランコをセットし

引き上げ固定し，作業を行う。

針葉樹複層林施業

林試藤森隆郎

森林組合No.207

1987年3月p.20～23

複層林施業として，スギやヒノキ

の針葉樹の複層林を中心として論じ

ている。

以下，なぜ複層林が注目される

か，複層林施業の問題点，目標林型

と施業体系，短期二段林の施業体系

（間伐，植栽本数，下刈り，主伐，

枝打ち)，長期二段林への移行，林

内照度の測り方，その他複層林施業

の検討について述べている。下木を

傷めないように上木を間伐していく

長期二段林は，下木の肥大生長の抑

制期間が長く材質的に良質材が得ら

れるが，それができる条件の所は限

られているので，とりあえず短期二

段階林を当面の目標とし，その中で

可能な所は長期二段林に移行させて

いけばよいとしている。

○長嶋郁ほか：生長速度比例

の生長曲線とその適用

日本林学会誌69－3

1987年3月p.77～83

○中村浩之ほか：地すべり危険

箇所について－勾配と地質か

ら見た危険度

地すべりNo.88

1987年4月p.6～12

林業技術No.5421987．5
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林 業関係行事一覧

5月

区分

全国

〃

主催団体・会場・行事内容等

潔境庁ほか。新潟県北蒲原郡黒川村（新潟県青少年の森)。野生鳥獣

保謹功労者に対して長官感謝状3点，記念放鳥，記念植樹等

佐賀県。武雄市（武雄市文化会館)。第38向余園縦樹祭を磯に当面の

林業の牒題，地域林業の振興の学習活動，相互交流を深める

国土緑化推進委員会・佐賀県ほか。佐賀県嬉野町。天皇陛下のご臨席

を仰ぎ，国土緑化の高揚を図る

林野庁。昭和62年庇前期の募集開始

期間

5.10

5.23

5.24

5月.ド旬

5.1～6

5.16～17

分収育林公募（緑のオーナ

ー）

央国際居住博覧会

〃

国際居住年推進協繊会。東京国際貿易センター蝶京・晴海)。国際

居住年を記念する中心事業として，住宅関連産業が一堂に集結

林野庁。代々木公園。都市住民に国有林の役割について理解を得るた

め，森林の産物即売，森林教室，展示等を行う

日林協会議室（詳細は本号P.46参照）

虎ノ門パストラル（東京農林年金会館）（〃）

日林協会議室（〃）

北海道営林局。定山溪営林署管内

帯広営林支局｡帯広営林署管内,"ll路営林署管内

函館営林支局。森営林署管内

秋田営林局櫛内。各署からの木工品（職員の手作りを含む）の展示即

売，緑化木の販売

秋田県内，山形県内の各1カ所で開催予定

前蛎営林局。前柵営林署管内(小根山森林公園)。親子を招待，記念植

樹，森林教室，森林浴等を行う

東京木材サービスセンター（江東区潮見)。展示場の見学，軸組織造

の説明，上棟式，完成パネル展示，木工品即売

長野営林局。長野営林署管内

名古屋営林支局。岡崎営林署瀬戸国有林。「たたえよう森林のはたら

き」をテーマ。紀念雛演，記念植樹，森林浴等を行う

名古屋営林支局需要開発センター・名古屋市。国産材ハウス(都市型）

モデル住宅展示など

大坂営林局。奈良営林署管内寺山圃有林

中

〃 ｜森林（もり）の市

日林協総会関係
〃

〃

北海道営林局

帯広営林支局

函館営林支局

秋田営林局

林業技術コンテスト

第42回日林協通常織会

日林協支部幹事打合会

局植樹祭

局植樹祭

局植樹祭

森の市

８

２
旬

８
９
０
８
５
０
巾

２
２
３
２
Ｊ
２
月

５
５
５
５
５
５
５

前橋鶯林局|霧驚｡繊臘と森総数竈
〃 5月下旬

5．24

東京営林局｜木造住宅展示場現場見学会’5.3～5

灘:鰯|鰯麓郷禦
5．21

5．24

主仙…国土緑化推進委員会・都道府県緑化推進委員会(都道府県）

後援･･林野庁

＜国土緑化関係＞

（ ）
北海道 緑の作文・ポスター・標語

熱集

緑化木プレゼンI､の会

ほつかいどうGreenコン

サート

道植樹祭

県植樹祭

グリーンソング県内ツアー

県植樹祭

つくる緑のつどい

県植樹祭

県植樹祭

親子みどりの教室

県植樹祭

県植樹祭

5.1～2(）

5月上旬

5月上旬

″
〃 札幌市教育文化会館。みどりの総演，在札幌外国人少年少女と緑の少

年団との交歓，茄木プレゼントほか

恵庭市恵庭公園

平内町

県内一円

下閉伊郡田老町

江刺市県緑化センター

平鹿郡大森町

長井市伊佐沢地内ほか7会場

5.1.5

5月中旬

5月下旬

5.10

5.25

5.15

5.15

5月中旬

5.17

5月下旬

〃

青 森

〃

岩 手

〃

秋
山
福
茨
栃

田
形
島
城
木

大子町奥久慈憩の森

栃木市

休業技術No.5421987．5

区分
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区 分行事名｜期間 主催団体・会場・行事内容等

伊香保町上ノ山公園

千葉市稲毛海浜公園。第38回郷土緑化県民大会，グリーンコンサー

ト，みどりの教室，県民の森がやってくる等

清和・大多喜・内浦山県民の森

日比谷公園

日の出町

立川町

群
千 腱|需嘩うゞｽﾃｨパﾙ

5．29

5．9

森林浴のつどい

苗木と花の配布会

山の植樹祭

街の植樹祭

中学生による植樹週間

県植樹祭

緑の学校

県植樹祭

県民緑化の日

県緑化大会

県植樹祭

ふれあいの植樹祭

5.31

5月中旬

5.20

5.31

5.10～16

5.17

5月中旬

5.8

5.10

5.21

5.17

5．29

〃

東 京

″
〃
奈
〃

神 川

津久井郡城山1町

新
富
石
福
山
長

潟
山
川
井
梨
野

大門町水戸田。ソメイヨシノほか310本植栽

河北郡津幡町県森林公園

南条郡河野村総合運動公園

大月市林業センター

飯山市斑尾高原。県．（財)長野県緑の基金・飯山市・長野営林局。植

樹・育樹，野鳥巣箱かけ，森林教室

可児市瀬田岐阜県みどりの祭り

県民の森まつり

県中央植樹祭・グリーンコ

ンサ－1，

第36回県乾椎茸品評会

県植樹祭

緑化推進県民大会

森林浴のつどい

植樹の集い

緑の教室

府植樹祭

第11回県乾椎茸品評会

県植樹祭

緑化フェスティバル

県植樹祭

第10回県乾椎茸品評会

都市・山村の交流と森林浴

の集い

緑の少年隊交流会

県みどりの日

グリーン・コンサート

岐
静

阜
岡

5.17

5.4

5.10 小笠郡菊川町。ピリーバンパン，日高のり子出演，小中学生器楽演

奏，緑の少年団活動紹介，記念植樹，菊川町茶まつりほか

県椎茸雄産団体連合会。静岡市（市民文化会館）

半田市

伊賀町余野公園

名張市赤目四十八滝

彦根市

今津町

豊能町

県経済腿業協同組合連合会。美方郡村岡町

吉野郡十津川村。21世紀の森,紀伊半島森林植物公園オープン

県植物公園緑化センター

八頭郡智頭町

県経済農業協同組合連合会。岡山市（岡山武道館）

山県郡戸河内町深入山

〃

5.28～6.2

5.9

5月中旬

5.31

5月中旬

5.25

5月中旬

5.18～20

5．13

5．10,17

5．15

5．27

5．17

〃

愛

三

知
重

〃

賀滋

〃

大
兵
奈
和
鳥
岡
広

阪
庫
良
山
取
山
島

歌

徳
福
佐

島
岡
賀

5.10

5.17

5.5 佐賀市城内美術館ホール。緑の子らコンサー1,,緑の少年団活動発

表，苗木配布，新緑スケッチ大会入賞作品展および表彰ほか

太良町経ケ岳

諸塚村猿越公園

森林浴の集い

崎天皇在位60年・国際森林

年記念植樹

第32回乾しいたけ品評会

縄県植樹祭

5.10

5.8

〃

宮

風2‘~2‘|県経済臘業協同組合迦合金｡寓崎市(市員会館）5．30

〃

沖

6 月

主催団体・会場・行事内容等

今圃建具組合連合会。郡山市（郡山総合体育館)。全国の優良建具を

一堂に展示。優秀品を審査する

全園農業協同組合連合会。展示会場（全農大阪椎茸事業所）

区分｜行事名
全国|第2'回全国建具展示会

期間

6.12～14

阪’第20回全農乾椎茸品評会大 6.4

林業技術No.5421987.5
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会員の広場

タンザニア便り

本稿は，タンザニアの野生動物

調査のため，家族とともに赴任し

た増井憲一氏一家の日常生活を牧

子夫人がつづったものです。異文

化の地での不自由なキャンプ生活

の中で繰り広げられる苦労や喜び

の日々を，こまやかな主婦の目で

みた本通信は，海外で活躍されて

いる専門家・技術者の暮らしぶり

を知るよすがともなるかと思いま

す。（編集部）

増井牧子

ということになります。マハレのヘ

ビはほとんどが毒を持っていると聞

いていますから，ネズミ捜しを兼ね

て大掃除をするやら，村から猫を連

れてくるやら，ナフタリン，殺鼠剤

をバラまくやら，ネズミ退治には熱

心にならざるを得ません。

折からのカラカラ天気のため，留

守をするとたちまち小屋中にカビが

はびこるという悲惨さは免れました

が，川がすっかり干上がっているた

め，大掃除をするその水に今度は窮

するありさまでした。それでも何と

かまた森の中での最低の暮らしは営

ザンビア

共和国

マラウイ一←
共和国{､．

めるようになりました。

日本から苦労して運んできた二軒

のプレハブ物置小屋も，夫憲一（編

集部注:JICA専門家．龍谷大学講

師）と長男林太郎(9歳)の活躍でキ

ャンプ地に組み立てられ，ネズミの

害から守りたい荷物の一部はここに

納まりました。小さいほうの1つに

は，林太郎の勉強道具，おもちゃ，

拾ったり集めたりした彼いうところ

の"お宝"や遊具，本などを運び，棚

の，つを机がわりにして“林太郎小

屋”とすることにしました。森の中

にこのプレハブ小屋ができあがった

日の林太郎の喜びは大きく，簡易ベ

ッドや寝袋を持ち込み，ランプ持参

で泊まり込むほどでした。

あくる日，見物にやってきたトン

グェ（注：部族名）たちは’一日に

して出現したこの一夜城に目を丸く

し，「ニュンバヤリンタロ，サーフ

ィサーナ」（りんたろうの家はとて

もいい）としきりにのぞき込んでい

ました。

大掃除，プレハブ小屋の設置，そ

して荷物の整理が一段落して，次は

念願久しいお風呂作りに着手となり

ました。再び夫と林太郎との連携ﾌﾟ

日本での帰国休暇を終え，マハレ

（タンガニーカ湖キゴーマの近く）

に戻ってきてしばらくは，長期間の

留守ですっかり荒れてしまった小屋

の片づけや，キャンプ地の整備に追

われて過ごしました。

小屋の中は，とりわけネズミの害

がはなはだしく，段ボール箱に入れ

ておいた食糧はむろん，シール容

器，プラスチック製品，そしてトイ

レットペーパーやカセットテープ，

本棚の本まで，かじれるものは何も

かも試されてしまったというひどい

ありさまでした。ネズミがたくさん

いるということは，それだけ小屋の

中にヘビが侵入してくる確率が高い

林業技術No.5421987.5

マハレのキャンプ地にて（キゴーマから船外
磯付ポｰﾄで約15時間を要す)



レーで仕事は始められました。キゴ

ーマで入手したドラムカンをよく洗

って油を落とし，水漏れを防ぐた

め，傷んだ所はペンキを塗っては乾

かし，塗っては乾かしを繰り返して

補修し，アリ塚の土を練りあげて窯

となる土台もできあがりました。ド

ラムカンを据え付けたその窯から

は，トタン板を丸め，底を抜いた空

カンを継ぎ目にして作った煙突も延

びています。乾期は湖力ざ，雨期は近

くを流れる川が私たちの水浴び場で

あり，それはそれでなかなか愉快な

お風呂ではありますが，それが1年

半も続くと，たっぷりのお湯につか

ってみたいという願望が募ってきま

す｡水の得られる雨期には,ぜひドラ

ムカン風呂を試みようと，夫と林太

郎は大張り切りだったのです。

キャンプ地の整備に追われている

うちに乾期も終わりを告げ，また激

しい雨がやってきました。山また山

のここマハレは，タンザニアの中で

も雨量の多さは一，二を争うそうで

すが，雨期の雨のすさまじさには，

「まいりました」と白旗を振るしか

ありません。雷鳴とともに雨がやっ

てくると，明り取りの窓も扉も閉め

切った昼なお暗い泥4壜に避難し，

雨漏りを気にしつつ，息をひそめて

過ごすことになります。長時間降り

こめられたときには，その所在なさ

に気もくさりますが，使い放題の水

があるではないかと喜ぷべきかもし

れません。実際，この大量の雨がタ

ンザニアの大地を潤し，実りを約束

するもとであることを思えば，雨を

疎んじるわけにはいきません。

それにしてもこの時期の草木たち

というのは，まるで，ばりばりと音

をたてて伸びていっているのではな

いかと思えるほどのすさまじい勢い
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会員の広場

野性チンパンジーと遊ぶ林太郎君

です。わたくしたちの住む森からカ

シハ村のある浜へ下る道は，刈って

も刈ってもたちまち生い茂る草に占

領され，その激しさには，「ウーム，

このものすごいエネルギーを何かに

利用できないものだろうか」とつい

考え込んでしまいます。この雨は来

年の5月まで続きますから，これか

らの数カ月を，私たちはカエルのよ

うに水気たっぷりの森の底でケロケ

ロと暮らすことになります。

この季節に私たちを悩ますのは，

カビの恐るべき繁殖などのほかに，

虫の発生があります。雨期の到来と

ともに，あらゆる虫が羽化し，勢い

を増しますが，ありがたくない虫も

たくさん現れ出ることになります。

マラリア媒介のハマダラ蚊もその一

つで，私たちは常飲による副作用を

恐れて，乾期の間中断していたマラ

リア予防薬を再び飲み始めました。

マラリアはタンザニアの国民病とも

いえそうなほど罹病率は高く，タン

ザニアで1年以上を過ごしたという

知人のほとんどがマラリアをもらっ

て帰っています。水辺は特に蚊が多

く，タンガニーカ湖畔に暮らすトン

グェの人たちも大半がマラリア持ち

です。湖で遊ぶ子どもたちのおなか

が異様に膨れているのはマラリアゆ

えに脾臓が腫れているためであり，

カンカン照りの暑いさなかにセータ

ーや毛糸の帽子で身を固めている人

がいるのは，やはりマラリア特有の

悪寒にみまわれているからだと最近

知るようになりました。

マラリアの中でも，アフリカに多

い熱帯熱マラリアは，処置が遅れる

と死に至るのだと聞き，タンザニア

のいわばジャングルの中に住むこと

になった私たちは，マラリア予防薬

のほか大量の蚊取り線香，そしてい

まは懐かしいものとなった蚊帳をい

くつか日本から持ち込みました。タ

ンザニア国内を旅行するときも，蚊

取り線香は決して忘れてはならない

一品です。タンザニアで暮らすこと

1年半を過ぎたいま，幸いにもマラ

リアの兆候は私たち家族3人に現れ

てはおらず，林太郎がわんぱく高じ

て前歯を折るとか，チンパンジー鯛

査に出た夫が，暴れものの1匹に倒

木を落とされ，額にケガをすると

か，折々にハプニングはありました

が，まずまず大事に至らずにいまま

でやってきました。あと半年，何と

林業技術No.5421987.5
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か無事に切り抜けたいものです。

さて，ごく最近の私たちの暮らし

についてですが，森で家事担当を務

める私にとって最も心強い助っ人で

あったムピシのカバジョ鍼このと

ころおなかの調子を悪くしてしまい

ました。そのため，チンパンジーの

餌付け用サトウキビを購入しに行く

丸太舟に便乗して，病院のある共同

村，ムガンポヘ行ってしまいまし

た。1週間たっても，2週間たって

も，戻ってくる気配がありません。

長期にわたって休まれると，たき木

用の倒木探しやマキ割り，それに川

から水を運んでくる作業には，全く

困り果ててしまいます。それで，ち

ょうど折よくムガンボ村からカシハ

村へきていた2人の少年を，カバジ

ョが休んでいる間雇うことになりま

した。はだしの彼らは靴を買うお金

が欲しいのだといいます。

ジュマとジャヌアリという2人の

少年は，ともに18歳ですが，思っ

ていた以上によく働いてくれます。

代々 ，ここにやってきた日本人研究

者のムピシ(料理人兼家事手伝い？）

を務めてきたカバジョは，日本人の

欲することを飲み込むのが早く，そ

れに慣れてしまうと，他の人はどう

にも使いづらく思えてしまいます。

これまでもカバジョ不在のおりに，

何人かの人が代わりにきてくれまし

たが，わたくしの未熟なスヮヒリ語

ゆえにということもあって，なかな

かこちらの欲するところをくんでく

れません。身ぶり手ぶり，果ては実

地指導となって，かえって手間はか

かるし，それでも覚えてくれないと

なると気苦労も増えます。毎日毎日

同じことをいい，同じ訂正をさせな

くてはならない実りのなさには気が

めいったものでした。私たちが帰国

林業技術No.5421987－5

したその後に，ここに住むだろう研

究者たちのためにもムピシ縫成をし

なくちやと諭す夫の言はわかって

も，1人でやるほうがずっといいワ

イとつい思ってしまうわけです。ま

るっきり違った文化圏にある私たち

とトングェ族の人たちとでは，生活

感覚，例えば衛生観念やもろもろへ

の対処のしかたに大きな隔たりがあ

るのはあたりまえのことなのです

が，日常生活の至る所でそれにぶつ

かると，なかなか気長に対応できな

くなってしまうのも事実です。

ジュマとジャヌアリが，まだ好奇

心を失っていない少年であり，柔軟

な精神の持ち主であるということ

は，私にとって大いに幸せだったか

もしれません。彼らは単語を羅列し

ただけの私のスワヒリ語を真剣な表

情で聞き，大きくうなずいて仕事に

着手します。

いつしかたき火4壜の担当となっ

たジュマは，油を絞り取った後のヤ

シの実の残りカスを持ってきて点火

用に使い，雨を含んで燃えにくい木

でも何なくたき火をおこすことがで

きます。村の呪術医カサカンペの家

に寝起きしているジャヌアリは，草

刈りの途中にみつけた草を摘みとっ

てきて「体に湿疹ができてかゆいと

きにこれをもんで塗るんだ」と教え

てくれ，歯の鈍揃に悩む夫のために

はカサカンペ直伝の薬湯を煎じてく

れます。焼き鳥を食べるんだと，パ

チンコやワナを駆使して鳥をねらっ

ている林太郎は，彼ら2人から，ト

ングェの人たちが利用してきたワナ

の作り方を教えてもらい，試行錯誤

の毎日です。“カメランド"を作るた

め蝿探しにも忙しい彼のために，彼

らは1匹，2匹と亀をみつけて運ん

できてくれます。彼らのおかげで林

太郎の生活の幅もまた少し広がって

いくことでしょう。

雨は日ごとに激しさを増し，夫が

以前川から導いて作った水路にも最

近水がくるようになりました。その

水路のたまりから，先日ホースで水

を引いてもらったため，小屋のすぐ

近くに常時水が流れるようになりま

した。このため水くみや食器洗いの

ために遠くの川まで通わなくてもよ

くなり，ここの暮らしはますます快

適になりつつあります。ホースを入

れておけば，ドラムカン風呂の水も

いながらにしてたまります。いよい

よお風呂にも入れるようになりまし

た。お風呂を沸かすためのたき木拾

いと，たきつけは林太郎の仕事であ

り，お風呂をたく日は彼は半日それ

にかかりっきりでしたが，ジュマと

ジャヌアリが力強い助っ人となって

くれたので，毎日のようにお風呂に

入れます。夕方火を燃やし始める

と，夕食を終えるころには具合よく

沸き上がっています。木にひっかけ

たランプの明かりで入る木立の中の

ドラムカン風呂はなかなかすてきで

す。見上げると，重なった枝々 の間

にいくつもの星がきらめき，ここに

こうしていることの不思議を覚えず

にはいられません。アフリカの森

で，煙のにおいをかぎつつドラムカ

ンの中で肩までお湯に没している不

思議一。

この手紙はたき火の番をしながら

したためることになりました。

次には何をお知らせできるでしょ

うか。それではまたおたよりいたし

ます。

（嘩謹八同市文化薑術会飽）
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<第34回森林・林業写真コンクール〉入選者の発表

応募作品数618点(カラーの部342,白黒の部276）について4月21日審査会を開催し，慎重審
議の結果次のとおり入選作品を決定いたしました。なお，入選作品の版権は本会に帰属し作品の
一部は「林業技術」の表紙・誌上に順次掲赦いたします。

カラーの部

〔特選〕（農林水産大臣賞）

木材の美土屋隆作（静岡県浜松市）
〔一席〕（林野庁長官賞）

森林教室吉野儀（千葉市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
植林の日浅田好麦（静岡県田方郡）
川曳き近藤清（大阪市東成区）
湖の貯木場鈴江光洋（徳島県板野郡）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）
優良木材展示会佐藤寿彦（千葉県君津市）
迷路山口武男（北九州市小倉南区）
炭焼き夫婦島田谷正（宮崎市）
米を守る梅津勘一（山形県酒田市）
さあ，買ったノ権田悦清（愛知県額田郡）
〔佳作〕

備長炭の窯出し伊東祐道（高知県南国市）
木出し五十嵐敏紀（秋田県平鹿郡）
長太(なご)の巨木錦織澄人（大阪市東区）
光彩荻原敏（東京都小金井市）
朝筬島孝一（大分県竹田市）
北山春雪佐藤純彦（名古屋市北区）
エゾ仔モモンガ石川孝一（北海道旭川市）
紅葉と緑神村孝（福島県会津若松市）
フィールドアスレチックス

牛尾征治（東京都八王子市）

林鉄の面かげ柳澤基恵（長野県南安曇郡）
緑のなかの少女達

塩生貞之助（福島県南会津郡）
木工技術（下駄）の伝統を守る人

森前陽（名古屋市中区）
北山の絞り丸太高木利雄（大阪市住吉区）
杉苗ほ場の作付の合間

上林節夫（鳥取県東伯郡）

山仕事桑子勝司（群馬県勢多郡）
白川の名所土屋隆作（静岡県浜松市）
大火の改新伊藤正逸（盛岡市）
炭を焼く男桑原高志（福島県いわき市）
木材生産，木材利用

阪口博司（大阪市東住吉区）
楽しい休日吉野儀（千葉市）

白黒の部

〔特選〕（農林水産大臣賞）
木出しの人々高橋真一（秋田市）
〔一席〕（林野庁長官賞）

木材空輸(A)山本成明（滋賀県大津市）
〔二席〕（日本林業技術協会賞）
材を切る(3)小富正昭（徳島市）
早春岩谷真（岩手県下閉伊郡）
雪国本間公淳（秋田県横手市）
〔三席〕（日本林業技術協会賞）

薪運び横山広美（北海道天塩郡）
カラマツ材の谷止工

蟹江信幸（北海道帯広市）

昼休み(1)下斗米光円（岩手県紫波郡）
冬山運材佐藤新一（秋田県横手市）
木鉢を彫る大熊政彦（長野県飯山市）
〔佳作〕

集材山口茂之（愛媛県新居浜市）
巣箱のとりかえ宮沢行雄（長野県上伊那郡）
山村の詩佐賀敬（岩手県釜石市）
山腹水路工事蟹江信幸（北海道帯広市）
古木柳澤基恵（長野県南安曇郡）
木出し本間公淳（秋田県横手市）
山村寸景播間正治（秋田県仙北郡）
から松並木三浦仁（盛岡市）
山に生きる島田谷正（宮崎市）
木出しの女佐藤新一（秋田県横手市）
ゴロゴロに乗って長吉秀（福岡市南区）
木の肌がたまらない

蟹江信幸（北海道帯広市）

植林実習杉山栄一（静岡県沼津市）
着々進む保全事業伯）上松勝郎（鹿児島市）
集材加賀谷良助（秋田県横手市）
落下寸前尾地康正（東京都町田市）
黄昏のイルミネーション

佐藤百二（宮城県泉市）
森林(もり）よかえれ

石川孝一（北海道旭川市）
森林育成｡渡辺一男（静岡県庵原郡）
木材運搬前田賢一（北海道天塩郡）

林業技術No.5421987.5
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第42回日本林業技術協会通常総会の開催

および関係行事のお知らせ

総会ならびに関係行事を下記のとおり開催いたしますので，ご出席下さるようご案内申し上げます。

記

時間 行 事 会 場月 日

5月28日（木）

5月29日（金）

5月30日（土）

時分時分
9:00～16:30

17:30～21:30

12:00～13:00

14:00～16800

10:00～12:00

12:00～14:00

第33回林業技術コンテスト

コンテスト参加者都内見学

理事会

第33回林業技術賞受賞者の表彰

第33回林業技術コンテスト受賞者の表彰

永年勤続職員の表彰

第42回通常総会

支部幹事打合会

支部幹事懇談会

日林協5階会議室

はとバス

虎ノ門パストラル

(東京農林年金会館）
〃

〃

〃

日林協5階会議室
〃

※総会，理事会の会場東京都港区虎ノ門4－1-1TELO3-432-7261
〔交通：東京駅→地下鉄丸ノ内線霞ヶ関駅乗り換え日比谷線→神谷町駅下車徒歩2分〕

協"会,のﾉﾗ醤.き□ ’

◎講師派遣

1．依頼先：林業識習所

内容：森林施業の変遷，新採

用研修1種研修

日時：4/21

講師：猪野理事長

2．依頼先：鳥取大学農学部

内容：森林航測学，非常勤識

師

期間：4/11～63.3/31

講師：渡辺技術開発部長

3．依頼先：東京農工大学農学部

内容：航空測定学，非常勤講

師

期間：4/1～10/9

講師：渡辺技術開発部長

。第20回林業技術シンポジウム

第20回林業技術シンポジウムが

3月5日農林水産省7階講堂におい

て，全国林業試験研究機関協議会主

催,林野庁後援,本会等関係団体協賛

で行われ，猪野理事長が出席した。

◎海外研修員の受け入れ

1．台湾省林務局からの依頼によ

り，つぎのとおり研修員を受け入

れた。

氏名：王建玲（林務局大雪山林区

管理処処長）ほか2名

内容：森林レクリエーションを主

体とした森林多目標利用施

設および技術

期間：4/14～28

2．フィリピン国，天然資源省森林

開発局職員を国際協力事業団から

の依頼により，つぎのとおり受け

入れた。

氏名：バーサほか1名

内容：森林悩報分析管理計画

期間：3/30～4/26

．海ﾀ脈遣

1．国際協力事業団からの依頼によ

り，ペルー国アマゾン森林造成実

証プロジェクI､として4月5～21

日まで松井顧問を派遣した。

2．国際事業部増井課長代理を3月

｢目禾蒜棄長蒜薩盈礒蓮蕊訴手術荊擶f瑛威感茜§雪薗E溌蕊蕊套感一
|階容011（231）5943（直)，011(251)4151（代）内線20･37FAXO11(231)4192
1東北事務所〒02O盛岡市菜園1－3－6腿林会館9階極0196（23）8161（代）内線263
1宮城事務所〒983仙台市上杉2-4-46宮城県森林組合会館(社)宮城県民の山造成会内
|罫022(223)9263（直）群馬事務所〒378沼田市井土上町462-1肴0278（23）4378
1－－－．_－－－－1-一－一一一.ﾛ一一一一一.一一一一一一一一一一一一一-一….._‘一一------..---－－1－－－－－－--------.…戸一一-一.------.--.--.-.--.--.-

13日～4月18日まで，林業事情

調査のため，コロンビア，エクア

ドル,ボリビア,パラグアイ，チリ，

アルゼンチンの各国に派遣した。

◎調査研究部関係業務

4月7日，本会会議室において，

第2回水源地森林機能研究会を開催

し，堆砂，濁水対策手法のレビュー

等について，高橋裕委員長ほか委

員，専門委員および幹事等が出席し

審議した。

昭和62年5月10日発行
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日本林業の明日を切り開く

現場第一線の林業マンのための月刊誌.ノ

マ ガジン
定価(会費替り).1年個人2,000円(送料年200円）

（但し5部以上一括の場合は
送瀧溌行所負担）

法人5,000円(3部ずつ送付）

はやく－技術開発、販売戦略、
林業経営の先進事例など、

最新の情報を満載.／

やすく－月々ハイライト｜コの
会費／

わかりやすく－現場で活躍する
林業マン向け実務誌とし

て、木材生産から販売ま
での実際をわかりやすく
解説／

をモットーに発刊以来300号を突破〃
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●スリーエム研究会の映画④

の
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熟
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）

一
説
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‐
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■
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り幼
Ｆ
ｊ
師
甦
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ソ
正

のソ 室毒シ
、好評の連載陣④

⑳インタビュー・日本林業再生の道

……日本林業の苦境打開を図るため、各

界からの声を聞きその試みを探る。
発売中の4月号では日本建築専門学

校校長・菊池安治氏の「木造建築を
担うリーダ作り」を、また5月号で
は安藤友一氏によるr技術革新が前

途を拓く」を掲載しています。
●<新連載>優良林業事業体を訪ねて

……全国各地の優良林業事業体をピック
アップし、その実態をレポート。

●現場の創意工夫アラカルト

・・…･現場第一線からのアイディアを紹介。
●人間工学からみた林業用手工具と取扱い

膨
監修林野庁

協力林業労働災害防止協会

企画･製作スリーエム研究会

鮮明な映像と音声

研修教材として最適です

③上映時間：31分

●色彩：オールカラー

●音声：サウンド付き

●価格：16ミリ15万円(〒共）

8ミリ10万円(〒共）

麟髪聴瑠

P

認農、

C

お申し込みは…スリーエム研究会
東京都新宿区市谷本村町3-26ホワイトビル内

電話03（269）3911恭
振替東京7－53247瀞
取引銀行住友銀行市谷支店(普通）
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刊 行のご案内’、〃‐”．．‐。‘｡’
☆刊行以来大きな反響一『朝日』『読売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書･文化欄>で本書を紹介ノ

森のきた道~鯛治繍脳競"｡:謡瀞
枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林業技
術＞連載「物語林政史」待望の刊行／縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充実をはかり
ました）④これまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。●諸々の基本政策の創始，変
遷の過程を時代の背景とともに活写。
「……大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話,それが官僚機織の中で屈折し,貫徹し,現代に何を残したか,歴史的
人物の挿話とともに興味深い。無味乾燥の林政史にドラマを持ち込み，同時に政策史の流れを骨太に描いた労作」（晦
日新聞』3月24日付統譜棚）

<改訂版〉新･森林航測テキストブック
離灘鶯蝋室渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）

空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技術
・機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しました。＜演習＞の項には本書の1/4のスペース
を割いて編集されており，研修用にも最適の教材であります。

‘発行日本林業技術協会・F牢ゎ蜂で一－一掌一一 ､＝一烏 ｡一一・
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PLANIX5000の特徴

■一回の測定で1mW･線是を同時測定

・理想の人ﾉJ構能；ポイントモード

ロどんなに複雑な図形でもポイントモード．スト
リームモードにより、簡単操作で正確測定

■微小図形も正確に測定する線分解能0.05mmの
i笥性能小型エンコーダ
■測定結果をi叫則計算できる電卓機能

・哨富な選択単位；メートル系(mm､cm､m､km)、
フィート系(in,h､acre/yd,mi)

■li粒や縮尺の換算もコンピュータが自動計算

■設定された単位や結尺はメモリー機能により（
，ソクアップ

ロ測定糖度をより高める平均値測定､大きな図形
の測定を可能にする累積測定

■測定価オーバーフローも上位単位へ自動シフト

ロ梢度･酎久紺こ優れたダブルダイヤモンドリング

■省エネ設計のパワーセーブ機能とAC･DCの2芯
瀧方式

■座標･面積・繰長のデータを外部出力するコネ
クター付

PLANIX7Pの特徴

■小型･商'FMi&プリンタ機柵が．大切なデータを
，肥難･慨存し、イニシャル縮》の人力によりデ
ータ')幣理がII｢能

・ドーナツIIi樅測定が鮒ﾘ'にげえるマイナス血樋
測定機能

■測定雑巣をIIqllll,i櫛に移行できるi齢機能

■ワンタッチ｡0．セ･ソト機能

■メートル系Cm2.､m2,km2､インチ系m2,ft2､acrE
〃)蝋術な選択I1粒とパルスカウントモード

■lltltや縮尺のわずらわしい計算は、一切不要
■測定倣オーバーフローも上位lli位に自励シフト

■より測定桁I災をI嚇める”噸出の平均値測遠
■大きな図形の累械測定に使利なホールド機能

■械分lliのスリップを防ぐ．理想的なタ.ソチ〃式
｡雁粍によるエラーを防ぐ、特殊加工の械分車

■無人ﾉJ状鰹5分で自勧的に職蝋の切れるパワー
セーブ職能

■世界で職"のプラニメーター専IWLSIをl卿発し
たスタッフが実理したローコスト．ハイパフォ
ーマンス

PLANIX7,の特徴

■ワンタッチ゚ 0"セット機能によるIWiい操胴'鵬
■メートル系Cm2,､m2,,km2.インチ系in2,ft2．ncreの
蝋富な選択ili位とパルスカウントモード

ロメモリー機榊による縮尺と111位の保艘

■地位や舗尺のわずらわしい‘汁算は‐切ｲ喫

口測定値オーバーフローも上位1li位に師ルフト

■より測定梢度を高める自仙算出の､15均価測定

回累俄測定に便利なホールド機能
■理想的なタッチ方式と畷粍に強い特殊職分唯
■AC･DCの2芯源とパワーセーブ機能．
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●カタログ･安榔i"・侭は、州+1.まで
ハガキか誰蹄にてご迩締ください
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軽重なうえ携帯にも便利，だから現場作業
に適しています。

垂パソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価ですb

響カナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できます。

日林協の鍛冶日役？
垂セット価格¥SBワロロロ

垂ソフト価格¥157ロロロ

※八一ドのみの販売はいたしません。
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）
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勇 届
し､て面砿計算，図化上に必典な誤差調整したX･Y座標

値と面徴が求められます。
すばる

日

林道基本設計計算機 卯

架線設計計算機

《特徴》

1墨架空索による集材架線から簡易索張りに韮るまて：国
内で使用されているほとんどの索張り方式の設言|計算が

可能です。

拳架線の設計データを入力するだけで；精度のI高い設計

計算書が作成されます。

3憂今まで割算が困難だった安全率に応じた最大使用荷重
を求める計算式がプログラムきれています。

林
業
技
術

《特徴》

3妻林道の中心線測堂における曲線設定に当たって，従来

の曲線表を剛L､ると同じ嬢覚で，どの曲線因子力'らでも

必要な数値を求めることが現地で容易。

…･…･交角法，偏椅角法，切線技距法，四分の一法

ヘアピン曲線の設置等

睾林道の工事数塗積算におL’て,1二積喬畷（両端断面積

平均法による)を,各測点における断面職データを入力す

るだけで；区間毎の切取量,盛土壁の計算が容易である。ｺﾝパｽ艫面積計算機北斗
また，

能で；
、4一一

入力したデータをカセッI､に記憶させることが可

設計変更等の砺汁算も容易。第
ョ蚕＝幸 圭

《特徴》

，測量地の名称，測点順の方位角、高低角，斜距離のテ
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